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一般に林業に限らず，農業生産においても技術という

場合,前面にでてくるものは「栽培技術」と称せられる

「対象化された技術」であって，人間と自然を媒介とす

る，いわば本質的な労働手

（一）二つの育成技術

わが国の育成的材業は二つの育成技術一一種苗造林と

挿木造林一一から成立つものとゑてよい。

一般に造林技術の発展は

段の体系はあまり問題にさ

れなかった。しかもまた，

技術は単なる労働手段の体

系だけではない。むしろ労

働手段の体系によって測ら

れるひとつの経済学的概念

日〕であって，誤ったブハーリ

ニズムは厳に警戒しなけれ

技1ぱなるまい。

わ力淘の農業浅術を特色

ｨしeLﾉ､ﾆｰﾉ"ﾉ涯I角子”砿芯

日本

自然苗→直挿→挿木苗→実

生苗造林，という系列のう

ちに見出すことができるで

あろう。「スギの耐暁」で

は，造林方法の時代区分が
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林業の ‐主として蔭識変化~天であって，誤ったブハーリ

ニズムは厳に警戒しなけれ 保（1804-ﾕ843）＝天然

技術的性格 生と謹威潤欝,凱化以騨ぱなるまい。
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づけるものは多収穫品種の 成樹苗，として蕊型だてら

船越昭治創出，多肥料栽培の土地集 れているが，これは歴史地

約的農法であった。そこに 理的に若干の時処的差はあ（29.12..11受理）

は屡々ｵ影商されるごとく， ・一・-－．－－－－．－－－．一・ れ．華太酌注諾辱方向と象一一.~~.一一~~~~=一~~.~、 れ，基本的な発展方向とみ

一

てよいであろう。このように，育成苗を中心とした造

林技術の普遍化によって苗圃業力馳立し，細こされてく

る。

しかし，こうした方向は，単に焚本制生産の法則性を

示すものであって，時処的にニュアンスのあることは当

然である。現にわが国で，いわゆる優良林業地といわれ

るもののかなり多く，例えば恢肥，日田，小国，智頭，

山武などの諸地域は挿木林業から発展し，現在もまたそ

れを主要な生産形態としている。これは，いわゆる新興

林業地といわれる天竜，富士川流域，金山などの諸地域

が，種苗造林を支配形態とするのと峻別されうるのであ

る。

もちろん挿木林業は， その支配圏が平均気温，降雨

量，土壌条件などによって，強い地理的空間性をうけて

くる。その支配圏は主として中部以南に分布され，造林

方法におけるいわゆる東北型，近畿型を規定するものと

いってもよいであろう。こうした造林方法の二類型，少

し粗雑ないい方ではあるが造林方法における東北型，近

畿型の生成は，正確にいえば単なる自然立地的条件にそ

の基因を求めるべきではなく，両地帯の社会経済的背

景，とくに林業の生産関係にまで検討されなければなら

ない。というのも，もともと自然環境は経済形成の可能

性を与えるの承であって，直接にこれを規定するもので

はないからである。気候，水，地質，地形などの自然的

所与は，生産的労働過程における労働力，労働手段，労

働対象等となることによって，はじめて現実的，経済的

意味をもつ。

すなわち，分解度の進んだ近畿型諸地域においては，

所有規模が零細で，一般にいわれているごとく，林業生

品種の改良，および助成材料たる肥料の施し方などを中

心とする栽培方法が，技術の本質であるかの観を呈して

いる◎

さいきん制業技術の街筐性，ないしは停滞性がとくに

強く指摘され，そのとるべき方向と与えらるべき方策が

いろいろ論議されている。しかし技術改良の方向決定に

あたって，無歸議識にはせよ，比韓蓋量の客体となってい

るものが鐸技術のそれであることは，一綴にいいうる

ようである。たとえば，オ棒品種の改良，林地肥音とい

うような最近のパンフレットを染ても，その康丈には，

森林資源の増殖という言葉にすぐ続いて「澤農において

は明治このかた'米ほこ倍の反収を示しているのに対

し．．…･」というような表現がいやに眼につく。われわ

れは，わが国材業撲術の方向が，鐸農における技術体

系の蓋蔓にその嶽票を見出すべきだという設問に対して

は，毛蕩否定するものではない。むしろ逓艤康男鍵が

擶筒しておられるごとく，肥料や品種改良による多収穫

農法は，反収を増加することによって間鐵勺に労剛生産

力を増加させる，その緒果として，技術の;極的要蒙た

る「労働対象を把握する労働技術」の体系的識浸が約束

される，という相互錠性には高い意義が与えられてよ

いであろう。

ただ，かかる鐸生産力の飛躍的麹畏ということを，

無意諸蹟勺とはいえ，ホ鐸技術の直按的な対極と象ようと

することには，少し危険がありそうな気がする。以下，

わが国材業の技術的性格を二，三の謹型に求めながら，

その前提となる諸問題の一つ，一つをとぎほく・して行き

たいと思う。

筆者・岩手大学農学部講師
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る一つの懸け橘とみることができる｡

イギリス農業に範をとったわが国の農業は，戦後，漸

趣勺ながらアメリカ型農業へ，すなわち土地生産力指向

から労働生産力指向へと発展する趨勢を示しているが，

林業においても，生産力発展の方向規定とからんで，種

苗型と挿木型の二類型が改めて対賭されてよいのではな

かろうか。もちろん，造林事業に対する自然支配という

枠の中での話である。そのときこそ，挿木造林は地方的

にして前知勺な生産方法としてではなく，新らしい意味

で合理的な造林方法として，種苗造林にとってかわりう

る素地をもつものといえる。

しかし，わが国林業が縮かれている背景は，こうした

生産力論などとは無関係に，ひたすら増産・逮産（＝土

地生産力増御を要請しているようである。時代錯誤よ

ぱわりされないためにも，ことわっておかなければなら

ない。われわれは，剃業生産を政策，ないしは社急約命

題から離れた経営体として画き出し，その発展方向にそ

って，政策の干渉なり，効果なりを考えて行きたいだけ

のはなしである。

（二）二つの生産按術一育成と採取と

一般に山林経営は，育成と癖反という両過怪にわけて

琴察されている。というのは，鍵実の山制経営において

は， 同一の資本が両過僅を含んで回転する場合は国有

林，大山ﾎ櫛f有者など，縄営数からいえばわずかのもの

に限られているから五ある。

一般に箕本主義鍾墜の成長は，生産手段のために発展

するほど消費資料のために識蔓するものではない。換言

すれば生産手段の生産部門における成長は，消費盗料の

生産部門における成長を追い越して発展するのが常であ

る。こうした資本制麹蚕における二郡門の優劣，ないし

遅速は，必然的に技術体系の発展度に篝等，はっきりい

えばヅレをもたらしてくる。ホ襟における生産鋼『も，

こうした法則から除外されるものではなかった。．

しかも，さらに重要なことは直接的に生産財，消蜜財

部門に結びついた採取部門は，無機的な育成部門をオー

バーして，きよくどの断層を生象出しながら発展してき

ていることである。その生産技術の担い手となるもの

は，前者力副侍殊な場合を除いては，勤勉で生産主識勺な

豪，富農層であれ，また家計補珈勺な山村の零細農であ

れ，農山村内部で蓄積された資本をその支配的母胎とす

るものであり，後者が一般資本市場を代表する，といっ

た担い手の津勺な差異，またそれを裏づける資本の性稽

一によって，技術の発展も特色づけられてきた。ある意味

では，前者はいかにして自然によく則応させるかという

技術であり，後者はどうすれば機械によくかけうるか，

という技術であったといってもよい。

産じたいを副業穀階に留めさせ，自給的な挿木造林法か

ら，大量生産の可能な実生苗へ移行する契機をつくらし

めなかったということ，これとは逆に東北型とよばれる

講也域にあっては，育成的権農への出発は街幽勺ではあ

ったが，その担い手が大鋤莫陶冨の山持ちによって占め

られた結果として，どちらかといえば，大経営技術の実

'生苗造休の方向をとった，というような差異がそれであ

る。

ともかく，わが国における造林技術の二類型，実生苗

造林と挿木苗造林の発展方向において，その担い手とな

ったものは,前者が明治以降ドｲﾂ林学を美事に継承
し， 開花結実せしめた国有林技術を代表するものであ

り，後者は民有林技術を代表するものであったと承てよ

いであろう。それは前者に比してかなり古い歴史をも

ち，山村内部で自生的に展開された，いわば篤農技術で

もあった。そこに生承出された撫廠は，農業に鮨ける剰

余労働をいかに合理的に利用し，苗木養成期間を短縮す

ることによって経費を節約するか，といういわば農業と

林業を並列的§ﾆ維持経営するうえに醸成された，その意
味で高い合理性をもつ技術であったとみてよい。いわゆ

る挿木苗の特性といわれるもの，たとえば林木の特性を

正確に継承するとか，種子の豊凶に支配されない，また

諸害に対する抵痴性が強い，などといった諸属性は，む

しろ自後的に認識されたものであった。

われわれはまえに，資本制生産下における造林技術

は，挿木造林から種苗造林へという発展系列をとったこ

とを承てきた。それならば》挿木造林におくれた生産様

式なのであろうか。単なる自然立地という因子を抜きに

しても，資本制生産の高函上にともなって，必然的に消

滅して行くべき性質のものなのであろうか。

一般に種苗造林が成立する地盤は，資本主義の専一化

にともなう市場の成熟と拡大を前提としているが，どち

らかといえば労侭韮誘舶勺であり，その限りにおいて，土

地生産力型を指向するものといってよいであろう。これ

は挿木造林が苗木の育成過程を人間労働から疎外させ

た，どちらかといえぽ労働粗放な，そうした意味で労働

生産力的な型と峻別できるように思う。つまり生産力体

型から象れば，後者億すぐれて近憾勺な方向を指示して

いるのである。

世界史における近代農業の発展は， 明らかに，土地

隼産力から労働生産力へという序列においてなされてき

た。すなわち，マナーの解体を経て開花した十七，八世

紀のイギリス農業は典型臘勺な土地改良型＝土地生産力型

農業であるが,十九世紀初頭より植民地開発の初期に翠

られるプランテーションq露鐸）は，現代アメリカ

農業に承られる擬械型農業＝労働生産力型農業へ移行す

《
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採取面における林業の発展は，何にもまして作業機械

の発明改良，労働技術の高度化に要づけられている。わ

が国の林業において，作業機械が瑛験Iに考慮されるよう

になったのは昭和にはいってからだといわれる。明治末

期にはいったといわれる森林軌道，大正末期から秋田，

高知，木曾等にとり入れられた集材機など，これら労働

の生産性を高めるべき機械力および諸施設は，まだ生産

力を決定的に把握する段階には達していないが，たしか

に採取部門を特色づけるものといってよいであろう。

採取部門における技刎瀧展の系列は，したがって，つ

ぎのよ・うな類型に求めることができる。

単純な人力を主体とした技術体型→自然力の利用を中

心とする技術体系→機械力に代置させる技澗淋系

あの「吉野林業全書」に画かれた人力運嬢の図から，

高性能なウィッセン集材機械にたどりつくまで，一世紀

と経っていないであろう。ともかく，獺反生産の発展を

底流するものは，低級な人間労働を機械力に代置させて

行くという，労働生産力型への指向であったといってよ

い。

これに対して，育成技術の発展系列はどうであろう

か。われわれが二つの育成技術としてまえに触れたよう

に，造林技術の発展は粗朴な自然苗→直挿→挿木苗→実

生苗という系列のうちに求められた。しかし，この系列

抵類型としてであって，挿木造林による支配的林業地の

存在をもちろ,《j否定するものではない。ただ，この系列

を「技術体系の流れ」として把握する場合採取部門の

系列にくらべると箸るしく労働集約的であり，土地生産

力型への指向を明瞭にく象とれうるのである。したがっ

て，技術体系の流れが，どうも両部門で正反対の方向を

とっているように思うのである。

こうした生産力理念の差は，再三触れたように資本制

生産のもとでは，採取部門，もしくは加工部門力看成部

”もしくは原料部門を凌駕して発展するという一般的

命題から当然でてくる帰結ではあるが，さらに材業とい

う枠の中でもう一つ考えなければならぬことがある。そ

れは，林木を育成する期間は何十年という長期に亘る

が，この間に投下される労働は造林，撫育，管理等のき

わめて限られたものにすぎない。従って，いくら労働量

を投下しても，生産費のなかに占められる労働費は知れ

たものであるし，節約して承たところで大した影響はな

い，という特質，それから派生した「山のよさは，山持

ちのワラジの足あとの数による」といったような勤勉主

義，さらにはマス・プロダクションを強制する社会の存

在などから，育成技術は必然的に労働集約的な土地生産

力型技術へ進む可能性をもつ。

これに対し，採取部門は経営が無機杓生産の形をとる

結果，労働が唯一の生産要素となってくる。労働の高度

利用をはかる労働生産力型技術が，そこから当然深生え

てくる。われわれは，この両部門に流れる生産力理念の

指向対立に，直接，問題があるとは思わない。ただ，こ

の矛盾は資本制生産の本来的帰結であるが，できるだけ

プロポF-ショナルな発展に導いて行かなければならない

と思う。

一般に労働の生産性と土地の生産性とは，一定の条件

のもとでば鋭く反比例するところの，いわゆる鋏状乗離

の関係にたつものである。しかし一方，経営がきわめて

､粗放であり，土地生産性が低位である場合には，かえっ

て，そのゆえにこそ，労働の生産性がぐいぐいと高めら

れて行く可能性がある。育成技術の発展が，採取技術

のたどってきた方向へ転化して行くべきであるとはし畠て

も， その前提には，一定の富の蓄稜を内在せしめるみ

ち，すなわち農業における耕鑑術の発展がそうであっ

たように，いちどは徹底した労働集約的で，土地生産性

指向の技刷職階を通過しなければならぬのではないだろ

うか。

ともかく，われわれは育成と採取におけるアンプロポ

ーショナルな按刷瀧向に，林業撰術の一特性を見出しう

るのである。

（三）技術と政策の交渉
技術は人間の合目的行為の示現にほかならないから，

必らず一定の方向性をもっている。従っていちがい漣林

業技術といっても，そのおかれた生産行為の内的，外的

背景において個盈に把握されなければならないが，これ

ら個別性をこえて貧くむのは，あの「最小の犠牲をもっ

て最大の効果と§鐸をあげる」という原則であろう。

こうした簿珠で，わが国の“杓造林技術，とくに民

有林のそれは，正確な意味での経営御|『とは必らずしも

いい切れなかった。

わが国の伝統的造林技術は，いうならば歴史ととも挺

古いものであり，現在のいわゆる優良林業地といわれる

ものの大半は，その創始年代を十六，七世紀にもつもの

といわれている。これと因果関係に，伐木・運材を中心

とする民間採取技術も，すでに徳川末期までにばほぼ完

成されていた。それら民間技術がほぼ現段階における水

準にまで達していながらも，明治以降停淵，ないしは後

退を余儀なくされたのはなぜであろうか。われわれは，

これを二つの角度から眺めて行って象たいのである。 竜？

その一つとして,明治以降とくにはつきりした鍵と
って現われた国家政策の干渉という#I価。すなわち，原

崎杓蓄俄過程における技刷瀧展のブランク時代は勿論，

明治林政は端的に特別経営事業によって代表されるごと

く，国有林技術の拡充，発展に重点がおかれた｡ドイツ

品翼蔦
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船越：日本林業の技術的性絡

は，ぼとんど形成されていないではないか。

さらにもう一つは，資本制生産の抵諏そのものとして

の搾裳技術の性格である。

一般に費本主義社会においては,技術とは盗本のため
の技術であり，技術を技術として特徴づける最少労働費

用の原則も，つねに費本的貨幣費用の原則として現象す

る。ここに経済的過程は技術に対して方向性を｡与え，方

向性に従って実践的施業が生れてくるのである。

林業生産とくに育成過程においては，技術改良による

効果は，単一酌に収種量の増加という形で把握され，貨

幣的収入という形では比癖勺処理されていない。そこに

は,貨幣的収入に対霞さるべき労働賀用の相関が疎外さ

れているのである。端的にいえば，改良技術乃至は新技

術の限界生産菱を全然度外視した収謹増加なのである。

このように，林業において技術が受用化されないとい

うことは，その技術じたいのなかに，いまだ技能から分

離されないで，沈澱されている何物かがあることを意味

する。わが国における篤農技術がそうであったように，

いわゆる篤林家なる人盈の技術のうちにも，客観化され

得ないでいる封鎖技術が残存しはしないであろうか。例

えば，民間における在来クローンのいくつかのものを，

あるいは築窯，製炭法などのいくつかのものをぶよ。そ

こには，社会化されないで内転する個別的技能のいくつ

かの典型を見出すことができる。

今後，政策による技術の普通b，統一化は恐らくさら

に造庁するであろう。政策の干渉から独立して残存した

在野技術（あるいは技能）が，いかに変化して行くか，

矛盾を統一してさらに発展への契機を与えるか，これは

興味ある課題になりそうである。

林学の継承による大面積施業の輸入技術と，零細経営の

内部に醸成された伝纐勺民間技術との対立が，そこに当

然生起し正くるのである。明治40年森林法で新らしく

創設された森繊阻合こそ，これら国家技術と伝纐勺民間

技術の交渉の場，大げさにいうならば，その対立の基点

であったと考えることができる。

こうした意味で，蹟極的に民有林政策に乗り出そうと

した明治末期から大正初期の過渡期にこそ，伝統的民間

技術が矛盾を統一して脱皮，発展すべき契機があったと

承るのである。だがそれにもかかわらず，以後，依然停

迷段階を持続しなければならなかったのは，いかなる理

由によるものであろうか。 この間の事情に答えるもの

が，国家的技術と民間技術の妥協の場として出現した上

からのなし崩し策（＝公有林野対策など)， および大正

末期から重みを増す補助金政策の惨透化であろう。とく

に補助金は，その後わが国林業の再生産を実質的に規定

するものとなってきたが，そのことは，林業生産じたい

を国家酌統→的規模で平準化させる作用をもつものであ

った。従ってそこに展開される技術は同一の衣をまとっ

た，最大公約数の技術となる可能性をもつものである。

一般に資本主義の発展は，個別的な技術に対しても，

地理的空間性を破る方向に作用するが，林業生産におい

ては前述のように，国有澗該術と民間技術の矛盾→その

統一→発展という定型をとらずに，前者がしだいに後者

を捲きこゑながら，国家政策を媒介として矛盾を転化し

て行った，そうした足どりに停滞性の原因を求めうるよ

うに思うのである。従って一応バランス化されたように

思える技術にも，当然相互間にズレをともなう。たとえ

ば収穫表を象よ･テイプスの体系がさきにできてしまっ

て，これに到達するステップの段階－その技刷顕勺体系一

《
）

今
《
毛
』

（31頁よりつづく）

ことは筆者も実際に見ているし，仏前に供せられること

ば，京濁流の切花中揺が主位を占め，その所塞量は昭和

6年1万5千貫余に達し，1貫目当り9乃至18銭の相

場が調べてあることから篝毒鬘である。しかしわが国では

小供の時からただ有鐵懲吻と教えられ，食うどころか，
望

入によりまた地方によっては，その木にさわることさえ

きらっている。

◎山林は天保銭よりも安い

明治誰新によって，これまでの政治・織斉・制会等各

方面の封建的制度の枠が一時にばずされて，国民一般は

自由に活動ができるようになったが，ただ武士階級だけ

は誰訴の毒婦によって，その存在理由を失うに至った。

新政府は齢幕府を中心とした中央集権封建制度の崩壊

した後始末･新制度の確立競外関係の復活等食,その
一事をとらえても容易なこどではなく，内外共に頗る多

事であった。ために比較的急を要しない林政等は顧みる

暇は勿論なかった。当時においては，藩政時代の峻溌な

林政は既に廃れて，これに代るべき新制度も新法律もま

だ樹立の域に達しない全くの空白時代であったので，保

護取締の援関はほとんどなく，また一方士族授産救済の

ために無代価同様の価絡で官林を払下げたので，その虚

に乗じて， これを捨値で悪質不良の山師連中が買収つ・

た。また他方政府事業の進展するに伴って，土建等の請

負業に，その所要木材を官林の払下げに依って，請負業

者に直接生産せしめたので，彼等がこの機会を利用して

官林の盗伐力罐んに行われ，民林もまた鑑伐の弊害が生

じて，到る処に森林の荒廃を見るに至った。そのためこ

の頃の山林の価値は非常に低く，当時の僅言に，「山林

は天保銭よりも安い」という言葉さえ流行した。それは

3厘（山林）は8厘（天保銭）よりも安いという意味

で，その頃天保銭は8厘に通用していた。 （未完）
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地栫・下刈用動力機
、

BushCleanerについて

一藤 林 誠q■■ 一 一 一

29．12．10受理

本闇ま造林育林用の地掠・下刈用の動力付機械で昨秋

試作を了り，予備的な功程試験を数回行ったので，ここ

にその経過と結果の概略を記し，諸賢の御指導と御批判

とを仰がんとするものである。

I従来の経過

東北、北海道方面では造林･育林に関連して根曲竹の

除去に多大の費用と労力とを要するの承ならず，鎌或は

銘を使用して刈払った跡地の付根は竹鎗状となり，跡地

内へ踏入する事にも危険を伴い，作業は一層困難を来す

ため適当な対策が要望されていた。叉その後各種の森林

作業の労働エネルギーの代謝率の測定を行った結果によ

れば造林・育林関係では地祷・下刈等は何れも重労働で

ある事も明になったので，地栫・下刈用の動力付の機械

の試作に着手した。

第1回試験

昭和23年6月15日，16日，秋田営林局，毛馬内営

林署管内，十和田事業区35林班地内にて実施。

使用機械，富士産業三膳工場製, 21P, 4サイクル，

ガソリン・エンヂンを木製小型線上に坂付く，刈取機械

a,丸鍋b,ダガー・ソウを改良したチェーンソ戸，

いずれも長約3mのフレキシブル･シャフトで連勅する。

－

凸

第2図十和田湖発徹糒頂上附近で，チェーン・

ソーをを使用した地捲・下刈機械

える助手1名計4名を必要とした。根曲竹発生状況は

50*/m2,径は1.5～2｡0cm,隣接してa"丸鋸, b,
チェ戸ン鋸, C, 手作業の3種の試験を行った結果は

a,bは同程度で，機械1g(4人紬1時間当刈坂量，

65,240賃（内生竹56,100質，枯竹9,140貧)，1人1

時間当,14貫であったがこの値はcの手作業の場合（鉈

使用）1人1時間当と全く同値であった。但し手作業の

場合の作業者は根曲竹刈の熟練者であり機械作業はX賑

については初心者であった。筒チェーン・ソ戸と丸鋸と

の比較に於ては丸鋸の方が所要動力が少くて済む事も解

ったので組人員の節減を計れば好結果が期待される事と

なったので改造の上第2回の試験を実施した。

第2回試験

昭和23年10月27日～29日，青森営林局，蟹田営

林署管内,東小国山国有林22ノち,西小国山国有林48ノ

ち及同62ノろの3ケ所で実施した。根曲竹の生育状況

は第1回より小径のものが多く1.5cm位で30本次ng

程度であった。発動磯は木製背負子に坂付勝，組予定人

員は操作発動機背負運搬1人及刈坂竹除去1人の2人と

したが実際は，発動機の移動（背負子によるう1人，先

手1人，刈坂竹除去1人となって3人を要した。筒第2

回試験に当ってば富士産業の発動倭2台を準備したが使

用中不測の故障を生じ適確な資料を得られなかった。但

しこの試験の結果により主要な改造点として発動機の軽

麹ﾋｶ環一であるとの結論に達した。

ユ

蝿
一

第1図地簿･~F刈用動力機試作1号機

操作組人員，発動機の轌鼠・移動1人，と先手（刈坂

入）1人の2名の予定の処，実際は刈坂つた根曲竹を除

去する者1名及根曲竹の切株に地上を飼う可澆軸の懸っ

て移動・進行の困難を来すため軸長の中間で，これを麦

筆者・東京大学農学部教授
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藤林：地栫・下刈用動力機BuShCleanerについて

以上の結果から小型・軽量の発動機を市場に需あたが適

当なものが得られなかったので日本内燃機茅ケ崎工場に

強制冷却式フライホヰール・マグネトー型のものの試作

を委頼すると共に刈払機は日本振動工業に新規設計のも

のの試作を委頼し昭和25年4月出来，榊内試験の後，

第3回の試験を実施した。

第3回試験

昭和27年12月，東京大学富士演習林内，組人員，

背負・刈払ﾕ人，刈払材除去’人， 2人組，使用発動

機，日本内燃機試作1.2IP, 2サイクル発動機。刈払

機，ブ蝿，を水平とし水平面と60｡の角度にて坂付られ

た柄の中径部に軸を通す，発動機よりの連動はフレキシ

ブル・シャフトによる｡

つ

第4図東京発動擬製1－3藍原動機
00

第3図日本内燃機試作1.31P小型動力機

本試験の結果は漸く1人で背負って操作する事が出

来，刈払竹の除去に他の1人が当れば作業は出来る事が

明になった。但しフレキシブル･シャフトの連結部(ソケ

ット）の故障，試作発動磯のフライホヰール・マグネト

ーの故障等が現れ且運転時の発動機の振動は第1，第2

回の試験に使用した富士工業三畷工場製の21Pの発動

機より大きくダ此を背にして長時間連続作業は困難と認

められた。従って発動機については東京発動機に改造試

作を委頼した同社製品も試用したが重堂大で本使用目的

に不向きであった。即軽量で信頼性の大きい且振動の少

いものである事を必要条件と考えたが当然市販のもの或

は試作品はいずれもこの条件を滴すこと･なく不適当であ

った。

折柄東京営林局が購入した草刈り機械@｡Cysette''(米

国製）の発動磯が殆んど同様の型式で使用されているの

苧

余j
G

－ゴ

第5図可澆軸を使用した地諒・下X鵬

でこの発動機の転用をも考慮したが高価な為め実現する

に至らず且従来の試験結果により，可僥軸に所要馬力の

全荷重が伝導される事が必要な場合ほ可澆軸自身,及其
ソケット等に多くの弱点がある事が明となったので，次

期試作の機械は発動機と動作部（丸鋸部）とを丸軸で直

結する事とし設計の概略を終り，専ら小型軽量で振動の

少い発動機を物色する事とし鼓に2～3年の空白時を過

す止むを得ぬ事態に到達した。

第4回試験

次で昭和28年10月24日～26日，静岡泉加茂郡城

東村字白田，王子造林所有山林内で第3回に使用した機

械を多少改良した程度で試験を実施したが発動磯の故障

のため正確な資料を得るに至らなかった。

‘
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藤林？地捻・下刈用動力機BushCleanerについて
〆

19#，鋸の周速10,000～12,000沢/分，動力連動系統，

動力機からフレキシブル・カップリングを通じ丸棒軸に

連動，他端には一対の傘歯車を置き（両軸交角150｡)，

丸鋸軸に連動駆動する。即本機を負紐で肩に吊った賎先

端のプ蝿は地表へ近接した時に水平を保つ様工作した。

本試験の実施に当って民有林との交渉等総て王子製紙

I今回の試作機

以上の様な試鯛8f究経過を経て本試作は進められたも

のであるが幸昭和28年10月三島の富圭機械工業が汎

用として試作したガソリン・エンヂンは略本目的に適す

るものと認められたので先年来識嶽を了していた誘汁に

基いて試作し鼓に漸く実用的と思われるBUShC1eaner

の実現を見るに至った。すなわち鼓に第5回の試験を行

う事となり是をBushCleaner第1回の試験として実施

した。

昭和29年2月25日～27日，静岡県伊東市称原氏所

有薪炭林にて実施。

試作機械諸元,苑助機，2サイクル・ガソリン機関，

出力1.2EP(毎分5r000回IE), JI鋸，径8吋1錨～

〆

－

第8図河津営林署管内除伐

工業山林部の援助によるもので試験成績も同社南技師の

坂鍾ぬられたものである。その結果を要約表示すれば次

表の如くである。

本試験の結果次の結論を得た。
第6図BushCleaner(130．型）

1． 本試作ユ号機は重量17.6kgであるがこの軽量化

を計る事(専用発動機の製作，中径軸の使用等)。

2．各方面に45.以上傾けてもエンヂンが僥止しない

様に気化器を改良する。

3．冷却用強制送風の方向を作業者側と反対にする。

4．始動及使用途中の停止に伴う再起動を容易ならし

める（2と共に気化器の選択により解決され得る見

込)。 '
5． 自働遡心クラッチの使用。

較表

少

…
第7図BushCleaner(90．型）鶴

功程比

’’試 験 区 11I

25o

〃

〃

刈収1人

2畝06登り勾配長き5辺形

勾
植
作
作
面

30｡～35｡

高l～21nの笹及潅木密生

直径4cIn以下全刈

機械係1人，取片付助手1人

0.85畝（正方形) -

配
生
種
成
状

条

業

業員編

積 形
fl

56.05分

15．01

0．80

71．86

正味作業時間

発電磯調整及疲れ休承等

燃料補給歩行移動等

計

28.00分

15.20

1．10

44．30

所
要
時
間
（
分
）

4弱難潟6-145人44.30×2宝21.7人
480×0．0085．

1町歩当人工

－－7‐-－－

＝1
1

今罰 づ



藤林：地祷・下刈用動力機にBushCleanerついて

同上（立地区地栫経費比較表）

｜ 機械使 用 時｜ 人力の承の時
人 件 喪

機械．償却費
3ケ年使用, 1日6時間

燃 料 費

計

両作業の比較（％）

15人×400円=6"000円

｡｣銑:鶏×宗，"円
41t×W=1,304Fg
0.138町

8,270円

（69）

30人×400円＝12,000円

12,000f9

(1.00)

以上の如く本試験の結果は漸く本格化の緒についたと

考えられたので上記諸項目の実現に努力すると共に中間

試験の目的で第6回の試験を行った。

BushCIeaner第2回試験昭和29年4月13日～15日

東京営林局天城営林署本谷事業所附近薪炭林に於て実

施，本試験は天候不良の為め本格的試験としての諸元を

得る事が出来なかったが，前回の改良点ば次の如き進歩

を見たものでその成果を確認した。

1．先端鋸軸と駆動軸との角度を90。としたのでギ

ア・鑑クスも小型となり，中径軸の使用等によって11.6

kgと軽減することが出来た。

2． ノッズルがフロートの中心位置に在る気化器を使

用し45．各方面に傾斜させても回転に変りなく60°に

達すれば不調となるが，実用上此の範囲で差支ない事が

判明した。又この結果，4の起動の改善ともなり前回の

試験では途中での再起動に4～5分は費されたが本試験

に於ては僅に20秒内外で足りるに至った。遠心クラッ

チは未完成で使用出来なかった。叉暫定的にエンヂンを

改造し冷却風の方向を試作1号機と反対にしたため鋸の

回転方向は逆になったが充分所期の目的を達する事が出

来た。次で根曲竹の全刈を目的として第8回の試験を実

施した。

BushCleaner第3回試験昭和29年5月25日～28日

前橋営林局大田原営林署管内，那須国有林那須経営区

37林班いJ班，標高800m約5．の緩斜地，植生は

R1'ghClezmer

《
．
》

第9図王子製林岐阜高山山林除伐

つつじ等の潅木を混じた根曲竹密生地，根曲竹は45～49

本/m2,直径1.3～1.5cm,高さ1.4～2.0m実験は主

として本機を始めて手にされた担当区の菊地技官を煩し

た。本試験の結果の概要は次の如くである。

正味運転時間（エンヂンの運転していた時間）82分20秒

ガソリン補給所要時間 2分50秒

作業中の停止及再起動間の時間合計 2分50秒

以上合計1時間28分0秒，本試験にて刈取面積270m2

からha当り全刈所要時間は8.5日となる。但し2名

1組故1人当では17人/1日／1町歩となる。而して人

手作業の承の時は従来の実績によれば1町歩当50人(単

価350.00円）を要するため功程は3倍になる。叉経費

関係では次表の如く約50％で足る事を示した。

功程及経費比較表

鐘
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’R11shCleaner 人 力

50人×350円=17,500R
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・ オイル

計
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計

率 （％）

17人×350円=5,950円

1,300円

501t×36=18,00円

3.31t×150=495円

11t×150=150|円

9,695円

969円

1p"664円

10,664円(61) 17,500円(100)
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藤林：地抹・下刈用動力機BInghCleanerについて

本試験の結果を要約すれば功程に於て3倍,経費面で

ば40％の節減力糊待される事となる。筒根曲竹の場合

は刈払跡地の竹の切口が鉈鎌等を用いた場合と異り鋭利

に尖る事力無く，従って跡地内での作業に危険が少い事

も特色と認められた。

次で第4回目として昭和29年6月8～12日，東京営

林局管内河津営林署荻入事業所附近で下刈の簡易功程調

査と本機を使用した時の作業者のエネルギー代謝率の測

定が東京営林局並に林業試験場作業研究室によって行わ

れたが，今回の試験は本機を使用して下刈を行ったとき

のエネルギーの代謝率の測定に主眼を置いて行われた。

すなわちその結果では左の図表に見る如く傾斜によって

異るが萱地の下刈作業に於てRY'ghCIezm唾.使用時の

エネルギー代謝率は2.5～3.5で従来測定された内地で

の手作業の萱地下刈・除伐等の場合の代謝率に比較する

と著しく少い値を示している。BuShC1eanerのエネル

ギー代謝率は今夏測定したものは目下取纏中であるが手

作業の種灸の場合についてのデーターを参考のためグラ

フで示せば左図の如くである。

此のグラブに表れた処を細く観察すれば種倉の問題が

あるが筒BushCleanerについては，その対照により例

えばくまざさ，或は地萱の如く夫盈の場合の代謝率を測

定する事が望ましい事で既に一部は実施されて居るが，

力を要する刈払の切る仕事は動力で行われる事を考慮す

ると同一のものを対照とした場合は手作業より機械作業

の方が大体に於てエネルギーの代謝率は低い傾向に在る

ものと考えられるので大体実用性が認められるものと信

ずる次第である。

筒今夏以来民間或は国有林で実施された実用的作業試

験の結果を寄せられたものを御参考迄に2，3例示する。

1．札幌営林局管内（昭和29年8月5日）

定山溪経営区91林班は4班，ネマガリ竹密生地（平

方米当40～50本，竹径15～20mm,高2～3.5m倒

伏したもの多く枯死竹30％あり)，作業は刈払1名，

刈抵竹の除去1名，2名組,連続実働3時間作業。略1

時間毎に区切って調査された作業の概要次の通り。
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但実働1時間当出来高は附帯時間を含まず，エンヂン
の停止回数は給油の為の停止を含まず。

筒この結果から経済的比較を取ると手作業で1町歩当

り50人以下で同所が全刈出来れば機械作業の方が不利

になる事が報告されていた。但し作業者は始めて機械を

手漣した者で不馴れな点がある事は勿論で上表から見て

もNo.1,No.2,No.3, と約1時間毎の工程を見ると

No.3はNo.2の10%増しNo.2はNo.1の10%

増しの結果が示されている事は習熟の容易な事と作業方

法は決定的に合理的な方法が未だ籾暁されていない事に

もよると思われる。今後の成果淀期待し得る点ではなか
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藤林：地捧・下刈用動~力機BushCleanerについて

ろうか。

2．王子造林岐阜采高山社有林実施成績（5～10年

潅木林地）

昭和29年7月4日実施，平均勾配5．転石多し。

3． 王子製紙工業北海道社有林内実施成績

昭和29年8月10日，北海道猿払社有林49林班，

熊笹密生地（380本/mm,高6尺，直径0.4～1.0cm)

実働149分，作業処理面積1/3反歩，刈払11i補助

1人計2人，手作業と比較するに本機使用時:手作業＝

25人：45人，すなわち約2倍，経費は前例と同様，3台

を償却，内2台常用1台予備として20％減となる。

以上の外今夏実施した試験等目下取綴中のものもある

が他日に漣る･

最後に本試験については林野庁業務課,東京･前橋・

秋田・札幌の各営制掲経営部長並に造林課長及課員各

位，及王子製紙工業山林部・林業試験場作業研究室・東

大調ﾎ利用学教室の御協力御援助を得た事を弦に特記し

深甚の謝意を表するものである。筒工程調査等の一部は

文部省科学研究費を充てたものである。

（東京大学農学部森林利用学教室にて）
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註A,B2組で1反歩の作業をした。

但獅謡且人員刈払2人十補助者1名で足りる。従って

エ町歩当10．5人であるが手作業では従来22人工とな

っているので工程は2．06倍となる。経済的な面では3

台を備へ2台使用し1台予備とし3台分の償却を計上し

て23％減と報告されている。（王子造林小池技師報告抜

紫）
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〃業解諦ラリーズ，よみやすし、 わかりよい

73林業写眞の問題点
秋田営林局業務写真室八木下弘著

森林は被写体としてもっとも厄介なものであるが，一般の写真術ではこの

特殊な困難を克服する方法を解説してくれない。著者は専任者的経験から

豊富な実例をかかげて問題点をついている。
■■

墓
風災57C0万石北海道林務部寺田喜助箸

日本林業はじめての大風害の実状をのべ，これに連鎖する風害，虫菌害，

火災，洪水などの問題を提示し，また造搬と需給の難関を解説している。

72

71 林業用薬剤 農洋博士井上元則著
農林用の薬剤ゐ新しいものが続灸と販売されているが，その健伏や用途に

ついて詳述し，7大メーカーの製品が一目でわかるようになっている。

定価40円送料2冊まで8円。10冊分予約前金（送料とも）400円。

職場で10人以上まとめて予約購読されるときは後金で結購です。
L

技術研究サークルのテキストに好適。

－御注文は日林協へ一一
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1臣

金物屋さんの話

ちかごろ，ある金物問屋のあるじから聞いたことであるが，ショペルやツルハシなどの柄
にする材料がひどく不足してこまっているということである。

この柄物材には，むかしからカシ材がいちばんよいといわれて龍り，長いあいだほとんど
カシ材だけにたよっていたらしい。現在ではこのカシ材が非常に不足し，ショベルやツルハ
シなどではその金属の部品より値段もずいぶんたかくつくとのことである。

したがってこの金物屋のあるじは，いまやォ職の金鋤のことよりも，いかにしてよいカシ

材を安く手にいれるかということが，おもな商売の低事になってきて､､るようで，よし材が
安く手に入りさえすれば沖繩とか南方にどんどん輸出できるということであった。

最近はカシ以外の木材やラワン材などもボツポツつかってはいるが，どうも品質がよくな
いということである。

ところでこの人たちが，どこからカシ材を買っているかというと，この社会では古くから
柄物材には「山のものより，里のもの」といわれており，農家の畑のスミなどに龍ツポツと
植えられているような立木からとったものが， いちばんよく，森林で生産されたような材
は，たいてい悪質で柄物材をとれるようなものがすぐないといわれている。

またその産地についても端玉，水戸などのものが上物で，中国地方のものがこれにつぎ’
四国，九州のものは一般に悪1，､とされている。

わたしはカシ材についての材料的な知識をほとんどもっていないし，また柄物材などには
どのような強度性能が夢球されているかということについてもしらないので，この金蜘毫さ
んたちの長い織淡を批判することはできないが，このようなことがらはほかの木材の利用の
面についても案外におおいようにおもう。

たとえば船材については，むかしからケヤキが非常に貴ばれており，いまでもそのおもな
部材についてはケヤキにかわるものはないと考えられている。

ピアノの響板につかわれる北海道産のアカエゾマツやインチ材としてのナラ材などについ
てもこれに似た話はしばしば開かされている。

木材を利用する二つの道

しかしこのような例はともかくとして，木材の利用の一般的な傾向からいえば，い堂まで

は必要とする木材を必要なだけえらんで伐りだして使うことがゆるされていたが,だんだん
木がすぐなくなり，消識の面がふえてくると，ほしい材質の木材をいるだけ伐りだして使う
というわけにはいかなくなる。

このようなときに木材を材料として利用する立場には二つの方向力毒えられるようにおも
う。

その一つは与えられた木材をいろいろな人工的な加工をくわえて，その形とか材質をかえ
ていこうとすることであり，たとえば小さい木片をつぎ合せて大形の材料をつくったり,弱
い木材にいろいろの補強法をくわえて強い木材に加工していくとかの方法である。

この金物屋さんのあるじも，ちかごろは，よいカシ材をさがすことをなかばあきらめて工
具の柄物の中心にピアノ線をいれて補強する方法を真面目に考えている。

合板とか積層材とか強化木材とか集成材とか，また鏡近は繊維瓶などの加工法が日をおう
てさかんになり，材質改良の方法がすす象工作潤戒の性能がしだいに発達してきたので，わ
たしたちは，ある程度まで，のぞましい材料をのぞましい時期に手にいれることができそう
な気がしてきたc

それでどのような木材でもその量だけが充分にあれば，あとは工場の工作機械にかけてわ
●

たしたちの欲しいいろいろな材料につくりかえられるから，この金物屋さんの心配も，まも
なく解決されそうにおもえてくる。

しかし木材工業の最近の発達にドウワクされて木材利

I

p

林
業

１
７

§

１
３

に
か
け
る

『

自

里

Ｊ

』

わ
た
し
た
ち
は
木
材
の
材
質
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
く
べ
き
か

へ

木
材
の
品
質
管
理
．

寺

鍵
I

加 己
凸
，
ｐ
も
り
平

納 Ｏ

Ｇ

Ｉ

■
且
ワ
リ
．
●
０
句

孟
｢

30．1．12

受理

用のすべてをこのような考えで，わりきってしまおうと

－－－－11．－-一 ．

筆者・林業試験場木材部

、

ノ
f 声



■、

加納8．林業における木材の品質管理

するところに一つ危険がある。

というのは，わたしたちの木材利用の面では木材をそ

のまま素材として使っていることが非常におおく，これ

がむしろ木材の利用の大半をしめているということであ

り，しかもこの木材は赫業という生産手段によって森林

からわたしたちが生産している材料であるということで

ある。

木材が工諜韮詳料として使われているとおなじにその材

料はやはり森林という工場でわたしたちが生産している

ものである。

それで原料の品質を改良するためのもう一つの方法が

考えられる。それはわたしたちの工場一一木材工場では

なくて森林という工場で－－木材をつくっていく過程に

いろいろな方法をつかって，わたしたちの必要とする性

質をもつような木にそだてていくことで錫る°わたした

､らの森林という工場では工作機械のかわりに，太陽の光

とか，土のなかの栄養分とか，空気とかが働いている。

それで，わたしたちはこの自然の生産機能を利用して，

のぞましい材料をもつ木をそだてていくことができるは

ずである。

どちらが近道だろうか？

はじめの方法では木材工場で原料とする木材の材質は

まったく天然のものによらなければならない。たとえ

ば，パルプ工場で，石，何千円かで木材を買って，これ

からパルプをつくるときに，原料である木材に，節と

かくされなどの欠点がふくまれていても，工場ではこれ

らの欠点を順序よくとりのぞいて糖センされた木材にし

て，それからバルブをつくることができるわけである。

原料である木材.の壁ｶﾐ充分であるあいだは，この欠点な

どはほとんどもんだいにされないかもしれない。しかし

原料が不足してくれば，この欠点の量は当然パルプ9生産
の一つの問題になる。

このようなときに，これらの欠点をパルプ工場で改良

してつかっていこうとする方法と，それができるだけす

ぐない原料を森林でそだてていくことと，どちらが近道

であろうか？

またパルプの品質淫左右する木材･の繊維の長さは－

今のパルゴエ場の技術でば未だどうにもならないことら

しいが－パルプ工場の生産技術が発達して繊維の加工

が安易にできるようになれぼ，やがて短い繊維のものか

らでも長い識僅のものとおなじように良質のパルプがつ

くられていくにちがいない。しかしパルプの生産品を左
、

右するものは単位容積あたりの木材繊維の実質量であ

り，実賛量のおおい原料ほど同じ容積の原料からパルプ

の収量がおおくなるわけであるが， パルプエ場におい

て，与えられた原料からパルプを生産する過程でこの繊

維の量をふやしていくことは，わたしたちがパルプ原料

､としてｵ輪をつかっているかぎりはできそうもない。

それゆえパルプ原料として木材をつかっているかぎり

は単位容蹟あたりに縁維の禁錘騒のたかい木材を生産す

るということが赫業の一つの目標になってくるはずであ

る。

いずれが近道であろうかということはともかくとし
、

て，わたしたちが木例工場で改良しうる材質には当然そ

の原料からうける限界があり，それゆえ森休で制永をそ

だてながらその材質をのぞましいものにかえていこうと

する方法は，さらに本質的な凋賀改良のもんだいになる

わけである。

人エ林の目標

北緬首でパルプ材につかわれているトドマツとエゾマ

ツではトドマツの容積密度数（生材の単位容積あたりの

重量）が200～500kg/fmであるが，エゾマツでは300~

600kg/fmぐらいで，エゾマツのほうが約1割ぐらい実

質童がおおいことになつ工いる。それで，同じ石数だけ

の原料をパルプにしてもエゾマツのほうが1割ぐらいは

パルプの収量がよいことになる。ところが，おなじトド

マツでも高山地帯のものになり，その成長がおとろえる

と，比重はかえってエゾマツより重くなってくる。

北海首のパルプ材がエゾマツ，トドマツの天然林の費

源にたよっているあいだは，パルプとしての収量がすこ

しくらい低いというようなことは実際にはほとんど，も

んだいになってこない。この収逓をうわまわるほどの原

料がいくらでも山から伐り出されていくからである。

しかし原生林の資源力還的にも質的にも低下して，わ

たしたちがトドマツを糖哉し，その造林地からパルプ原

木を生産しようとするときは，その生産の目標に当然パ

ルプ材として，できるだけ収量のたかい木材がつくられ

るような経営の方針がたてられ，この目標にそって森林

がそだてられていくことがのぞましいはずである。

造搾也で，そこから生産されるものがきまり，その計

画にそって量と質とのコントロールがなされるときに，

この造林地はわたしたちの木材工場となんらかわること

のない生産雛式をとることになる。

木材が素材としてばかりでなく，工業材料として大量

に要求されているとき，原料の管理という面では，その

材璃の用途にたいして量的にも鈎杓にも舞整された計画

が一日もはやくたてられ，それにしたがった経営方法が

とりいれられなければならぬのは当然である。

材質のムラはどのようにみそいけばよいか？
ところで，今のところ，わたしたちが使っている木材

は工慧ｵ料というにはあまりにもムラのある不安定な材

料であることはよくしられており，これは木材が被難な

｛
》
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I

加納：林業における木材の品質管理

いるかということは，これらの複雑な条件の組合せのう

えにその年輪を一つ一つ解析して帰納していこうとする

方法と，これらの条件のいくつかをとりだし，これを実

験的にコントロールしながら，その条件でつくられる木

材をたしかめていこうとする方法があることになる。

森林のなかで機体の下枝は光線が不足して枯れおち，

枝下はその木の成長とともにつぎつ･ぎとたかくなってい

く。

それで樹冠のなかで同化作用がおこなわれ，できた同

化生産物が幹にさがってくることになる。そのため肥大

成長の量は樹冠のある幹の部分ではかなり大きくても，

枝下から幹の基部にむかうにつれて小さくなっていく。

蓑た針葉樹の年輪にできる秋材の細胞の数は樹種によ

ってほぼきまって､､るから，肥大成長の量が小さいとき
が年輪のなかの秋材部の割合は大きくなり，重い木材に

なってくる。

したがってこのような場合には，枝下の部分に比較的

に重い材がつくられ，幹の中心部と，樹冠のある幹の部

分には軽い材がつくられていくことになる。

このようなことは針蕊勧の幹につくられる木材･の一般

的な変化のしかたであるが，この､ような関係はさらにそ

の鍵寛の変化によって穆雛にかわっていくであろう。し

かしその＝つ一つの変化にも，もしそれをゑちぴいた条

件があきらかにされるならば，その条件にたいする反応

の量としてはかられていくであろう。

たとえば一つの枝をきりおとすことによって，幹にど

れだけの変化がおきてくるがということは，はかられて

くることになる。

それでこのような材質的な変化とか，節やくされなど

のような欠点の分布する量を幹の生長図に記入しておけ

ば，この木を製材し，用材を木取るときに，それがどれ

だけの価値になるかというもんだいにも結びつけて考え

られ，したがって，このような祷諭をさらに純分にひろ

げていくことによって，収獲される木材の材料について

の鍵堅をその造材地の濯慧の方法にまでとり入れていく

可能性があたえられる。

× × ×

わたしたちは，いまこのような立場で資料をあつめ，

整理しておかなければ，わたしたちの木材材料について

の知識はいつまでも断片的なものになってしまうおそれ

があり，また林業は永久に(生)産業としての基礎をもち

えないようにおもう。

このような資料をあつめたり，その観察をつづけてい

くことは，これから何十年か，何百年か続けていかなけ

れば，その一つの法則さえも歌いだしえないかもしれな

い。 （28頁下段へ）

自然の環境のなかでそだてられ，樹木の生長に関与する

すべての内的な条件と外的な条件がくゑ合わされて，お

そろしく変化にとんだシロモノになっているからであ

る‘・

林業の経過にたずさわる人をも，材料試験にたずさわ

っている人をも，この複雑な材料をまえにして，ただボ

ー然としてしまうばかりであり，このような複雑な性質

がｵ輌濁料の宿命であり，萱た特質であるようにさえか

んがえてきた。

しかしこの複雑な変化のなかにも，それが樹木として

生きていた時代の生活条件を反エイしているわけで，生

物学的な法則にしたがった動的な安定性が恐いだされて

いくはずである。

もし，わたしたちが樹木の成長の条件を，あますとこ

ろなくあつめ，それらの条件のもとに，つくられた木材

材質のムラを解析していくならば，この複雑な変化をと

きほぐしていく糸口が象つかるにちがいない。

針葉樹の木材は春材と秋材の細胞が層状に堆積して年

輪がつくられており，その材質的な変化はその年輪のな

かにつくられている春材と秋材の細胞の量的な変化でき

まっていく。

幹の肥大成長の量をしめす年輪の幅は，おそらく樹木

の同化生産の量とその生産物が幹のなかで配分されてい

く状態によってかわってくるものであろう。したがって

これを支配する要素としては，陽光堂とか，温度とか，

湿度などの植物の同化作用に関係する因子と樹木の吸水

状態とか通導性とか，葉の量などの植物の内的な要因と

して考えられていけそうである。

また春秋材の細胞の形成憾成長期間の気温や湿度の変

化と林木の遺伝的な種別などで左右されるものと考えら

れている。

それでどのような条件でどのような木材がつくられて

一一一一一一一～～
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コナラ老木の直径偏掎
と

伐根型の考察
☆

芝田隆雄
冬
の
ナ
ラ
林

29．11．17受理

まえがき

かつて三本木農業高等学校灸門前1町歩にわたって，

三本木の開拓者新渡戸伝によって植えられた。ナラの美

林があった。開拓当時は荒漠とした原野であった三本木

の一角に，万延元年(1860年)8月，附近の遊女を動

員して植えたというこのナラ林は,その後三農のシンボ

ルとして，朝な夕な俸大な精神的感化とよき環境とを生

徒に与えていたが，樹令90年を迎えたこの老木は，年

年枯死の一途をたどっていたところ,･町財政の窮乏もあ

り，昭和26年暮遂に伐採され，その跡地は宅地として

処分されてしまった。新渡戸伝によって植えられた林で

三本木在としては最後まで保存されてきたこのナラ林を

偲び，ここに昭和23年からの資料をとりまとめて考察

してゑた。

1．調査の方法

平地に植えられた90年生のコナラホ鮴は珍らしいが，

昭和23年には180本あったのがその後枯れて伐られ，

同26年には140本に減じていた。これらのコナラは平

均樹高18m,胸濱罷涯42cmであるが，直径はほとん

ど一方にかたより，樹辮僑のり罐をしめしているの
で，胸高，根元蔭径を60cm尺度， おりたたみ輪尺を

用いて，東西，南北の二方位別に測定した。、

樹幹偏僑の原因は諸種あるが， この稿では常風の影

響をうけて主風（常風）方向の直径が肥大するという

Toumey氏の説によって考察してゑた。常風の方向と

風力は最近3ケ年間の三本木地方の気象観測費料による

と，無風日（42％)， 有風日（58％）となっているが，

有風日の風向はEW風(41%),NS風(9%)其他で，

Toumey氏説に基く風向による直径肥大仮想図は次図の

通りになる。さらに月別に観察するとE風は5月頃から

多くなり，6，7月は一時主風となるが，その他の月で

（
》
》

N

E●

W

S

Toumey氏説に基く風向による直径肥大仮想図

はv楓力窪風をなしていることがわかる。次に風力は年

間を通して0.95m/sであるが，有風日だけの平均では

1.6m/Sであり, 4月.瘤は2.2m/sになるが, 1日

の篇高殿まば5.4m/Sであった。

また伐根株型には朧緬あるので, 30cm高の･t率株の

平面図を縮尺写生し，これら写生図から伐根株型を三大

▲
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芝田：コナラ老木の直径偏僑と伐根型の考察

第3表直径偏僑率分配(EW-NS)別して示し，さらに直径偏僑との関連性を比#麺鑑諭して

みた。一
ｒ 胸 高 根元

本数|偏蕊%-本数|磯"
89 5．95 61 5．76
57 13.61 67 14．86

5 23.02 27 24．80

1 35．30 2 31.70
0 - 1 41．40

152 9．60 158 13.14

7 0 3 0

16 3．73 17 3．95
5 14.70 2 12.20

21 6．30 19 4．80

180 7．30 180 11．02
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2．直径の偏筒

コナラ180本について直径を胸高と梗元について，

EW,NSの二方向から測定比較して承ると第1表のよ

うな本蝿》配になる。以上のことからEWの直径がNS

の直径より大となった本数がいちじるしく多いのは，樹

冠の偏り，うつぺい状態，気象や生物による障害などの

諸因子が影響するものとしても，概して常風方向の直径

第1表方位月躰数分配

が肥大するという仮説の傾向が多いものと認めてさしつ

かえない。しかしこの関係を根元と胸高との部位につい

て比較すると，胸高鄙位はやや減じている。これらの関

係を禰径階層にわけて承ると第2表のように平均直径の

範囲ほ根元では40～50cm,胸高では30～50cmであ

るが，直径偏侍率は根元では11％，胸高では7％ぐら

いになる。さらに各個体の偏僑率の範囲は第3表のよう

に，概して20％以下であるが，いちじるしいものは根

元直径で41％の偏俺率が認められた。筒EW<NSが

約1割く､らいあるが，これらは溌澗ごとのうっぺいか，

曙誓によって直径が偏僑した割合が，常風の影響を受け

た程度よりさらに大きいものと考えられる。したがって

このようなものと，偏俺のないものとを除いた偏俸率は

胸高では9.6％，根元では13.1％と増大することにな

る。いずれにしても偏僧津は根元直径は大で，胸高では

減じている。しかし写真のように根元直径は根張りの特

異な形伏から，その樹幹の正しい偏侍率ではないと考え

られるから，平均胸漕灌潅階による偏僑率を調べて誤る

と第4表のようになる。すなわち胸濱而謝至と偏椅率との

間には次のような関係がある。
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芝田：コブーラ老木の直径偏僑と伐根型の考察

1．偏僑津は20％以下が多く，直径は30～50cmに

集団している。

2．蔵至の大Z1,に係らず,平均偏椅率は7~8%であ

る。

3． 偏僑率の大小に係らず， その平均直径は40～50

cmである。

4． 偏椅のない樹幹は各直径階にほとんど等しく散在

している。

5.eの偏椅は最小叉は最大な直径階層にはあらわれ

なかった。

以上のことから， 90年生の平地に植えられたコナラ

林の樹幹偏僑は厩恵2m/Sぐらい（過去においてはさ

らに大きかったと推測される)， 常風の影響を受けると

仮定して約7％の偏僑率があるといえる。

3．伐根型

伐根図型は次のように大別することができる。（図版

参照）

（1）標準型叉はこれに近似する型であって，概して円

形叉は楕円形状であるが，時に2，3の角を有する

もの(A)

②数個の角からなる不定型で，標準型と著しくこと

なるもの(B)

（8）多角形又は楕円形であるが，心材部が外部にあら

われたもの(c)

以上の分類によるとA型132, B型43,C型5とな

る。 したがって約80%lXA型をしていることになる

が，実際にはA型中にも楕円形に凹凸があったりして，

複雑な形になったものもないとほいえない。

今伐根年輪の中心からの距離を方位別に測定して,E

叉はWの長さの方が,N叉はSのいずれの長さより長

いもの50本をとりまとめてゑると第5表のようになる。

この表から計測された霊偏椅率は18％になるが，

A型に属する132本について，薩離到瀞奇率と本数分配を

根 伐

A B

第5表年輪中心からの方位別測定
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象ると第6表のようになり，直径偏椅率は14.8％とな

る。この偏僑率は輪尺によって測定された根元の直径偏

僑率（第3表の,EW>NS158本）の13.1%に比較

して高くなっている。直径偏僑については複雑な原因が

多いが，以上の数値から偏心の程度はﾀ郷より測定した

場合より，実際にはさらに高い偏僑をしめしていること

が推測されるようである。

あとがき

この調査にはこの他に樹冠のひろがりや主枝数，さら

に単材積などについての資料があったが，都合によって

省くことにした。最初近代統計学によって抽出調査をお

こなって承たが，最後の検定に困難をきたし，さらに資

料がすぐないため意味をなさないことがわかづたので，

全数調査をおこなった。直径偏僑にしても伐根型にして

も諸因子の影響を受けるこ

C とが多いので，それらを分

金
《
一

図

析して明確にすることは煩

雑でもあり，叉このような

少数の資料からはその結果

を期待することは無理でも

ある。結局この調査では樹

幹偏椅は上方偏心より下方

偏心が大になること痔，伐

根型が複雑であって樹心の

位蔽から測定した樹幹偏僑

は外部測定のそれより大き

くなることなどが認められ

たにすぎなかった。

一

〃
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アメリカの苗畑用の器具と機械

（30．1．8受揮）
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はしがき

アメリカの林業用の器具・機械が戦後多く我国に紹介

され，中には実用化されているものも多い。特に，森林

作業部門において目覚ましいのであるが，苗畑用の器

具・機械については，実用化されたものをあまり聞かな

い。筆者はこの点遺憾に思い，具蜘勺に資料を集めて検
討してみたが，その菫まそっくり導入出来るもの，多少

手を加えて使えるもの，我国で現在使っている器具・機

械改良のヒントになるもの等かなり多いように考えてい

る。苗畑作業に関心を持たれる各位のなんらかのご参考

になれば幸いと思い，筆者がChapmanandHall:

Seeding劃ﾕdplantmginthepracticeofforesry

（1952）の中から我国の苗畑作業の合理化に役立つもの

のうちf礒的なもの10種類を抄録しここに御紹介する。

な形のローラーで形作られる｡大きな苗床で，播種床を

作るのに使用するために, Storyは非常に有用な苗床の

成形器(Bedshaper)のことを述べている蝉1図)。

ジョージアー州のA1bany近くのHerty皇苗畑では，こ

の器具は‘‘80,, 1､ラクターに曳かれ，2人で操作され，

2日に25エーカーの播種床を形作る。何ら手作業をせ

ずに，この器具で，苗床の間に14吋幅の平たい歩道を

持った，ー猿の幅と高さ（531/2吋の幅で，4吋の高さ）

のなだらかな水平の苗床を区劃し形成する。これは，ロ

ーム質の砂土で使うようにつくられたのであるが，多少

変更すれば，多分他の型の土壌にも用いる事が出来るで

あろう。

2．播種床用のローラー(Rollersusedin

formingseedbeds)

播種床を希望の高さにした後，播種に先だって，床面

にローラーをかけることがふつう得策である。これによ

り表土を固め，土湿を保たれ易くする。一一特に土壌が

軽くて，砂質のときには－.多くの苗畑では，播種が

すんで始めてロ戸ラーがかけられる。これは種子を地中

に押し込象， 一様に授士がやり易くなる。苗床が6沢

ｰ

1．苗床の成形器(Bedshaper)

播種床を作る際，上げ床にする方がよい場合,土壌を

通路から除けて，この土を苗床が望承どおりの高さにな

るまで，相隣る苗床に入れる。苗床の表面は一様の高さ

にするため，ふつう用いられる庭園用のレーキと，特別

かそれ以下の幅のとき

は， ローラーはふつ

う苗床と同じ幅である

（第2図)。苗床の表

面が平たいときは，ふ

つうの庭園用のローラ

ーが用いられる。苗床

の表面が丸いときに

は，ローラ戸は望み通

りの苗畑の外形が出来

るような形をしていな

ければならない。鱒曲

している画一ラーは，

ふつう苗床の幅と同じ

長さの堅木で作られ

る。これは端の方の直

I

鶏

写。
~

認識篭鋪h》瑚騨飾り
､

径が12吋で，苗木の
の苗畑成形器

外形によって中央は

9～6吋である。第3番

第1図Herty齋畑で用いられるStory

筆者・林業試験場高知支場
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兵頭：アヌリカの苗畑用の器具と機撤

な詞薗を持った，塊状の二f錘には重いものを。この苗畑

でば，ローラーはふつう約125ポンドの重さで操作され

ている。

3．条播用の樋(Troughforhandsowing

ofSeedinnurSerydrills)

種之の方法が,条溝に種子を播くのに行われている。
小さな種子の手播は，大きな注意を払い，時間を多くか

けて播かなければ一様に藩けない。しかし，手播には種

子が大きくても小さくても，翅のある種子でも，湿って

いても，乾燥していても，同様に利用出来るという利点

がある。針葉樹の種子を一様に謡く最も単純な考案は，

播種用の樋である。種との型が多くの森林家により考案

されている。これらは皆原理は似ていて，苗床と同じ長

さのv型の樋から出来ている。一つの条藤に入れるだけ

の量の種子を入れるコップ°を使って，樋の中に種子を入

れ，手で一穣にならす。種子を樋の側面に沿うてばらま

くと，種子は樋の底の位置に転がり込承；直接樋の底に

置くよりも一穣にばらまげる。樋の底を開くと，種子は

皆同時に条溝に落ち込む。種子を条溝に播くのに，多く

の考案がなされてきたが，中には一・時に数本の条瀧に播

けるものもある。Wakeleyの述べているもの朧，南ア

メリカで用いられている最も簡単で，最もよく利用され

ているものの一つである。これは底が開くように組桑立

てられている樋から出来ている（第3図)。 これば使用

ハ
ー

ーt 42

第2図獺種床を形作るに用いあローラーの型

A平たい苗床を作る-ローラー

B難曲した表面を持った苗床を形作るローラー

c条播する平たい苗床を形作る戸一ラー

目の型の画一ラーは，種子が苗床の縦に条播され，表面

に一様に播かれないときに，時に用いられる。このロー

ラーもまた，苗床の幅と同じ長さの壁kで作られる。そ

の直経ば，広い部分は12吋で，狭い部分は11吋であ

る。広い仕切りは13吋で，狭い葡騎はわずか4吋であ

る。この擢鍾の方法が用いられる苗床は， 6沢の幅であ

る。ローラーが苗床の上を曳かれると，4吋幅のわずか

に雛りあがった条によって分けられた幅13吋で2分の

1吋の深さの，4個所の凹票が出来る。種子は四ん劃箇

所にだけ播かれる。 この擢種床を作る方法を, KenP
singtonは非常に推奨している。エゾマツの苗末が4爽

幅の擢潅床いつぱいに育つと，苗床の内部の茜末朧,簡

床の端の上や，近くに育つ苗木に比較して通蒲倭少とな

為。これは上級の苗木を生産するのに損失と漆方が, _E
に述べた栽培法で除かれる。

OIsonはSalvenac.苗畑で用いられる，水を篭もりと

したローラーを述べている。これは蔵蚤21尺で，5限の

長さのトタン板で出来ていて，空のときの75ボンI学か

ら，－杯水を入れたときの400ポンドにまで重さを変え

られる。この主な利点は，土錘の状態力竣るにしたがっ

て，戸一ラーの重さを容易に変えられる点にある。つま

り，ゆるい乾燥した土壌には軽い重さのものを，不規則

む

鐸．
~

＝'一

』

．第3図

A,条鐇用の樋B,平面図;C,恨晒図

される苗床の卿こより4~5眼の長さで，8吋編の2枚

の梅ｳ亀卿方で木製の2枚の三角形の液で齢されて

いる。この板に穴をあけ， 2枚をボルトで締め，樋板の

_E端を糖互いに押すと回転する。樋は約3沢の高さの曲

った2対のハンドルを与えている。樋の端には水平に印

を附けるための板が取りつけてある。この板の長さは，

この端が最初の条溝に置かれたとき，樋は2回目の条溝

に播く正しい位湿にあるような長さである。

－18－
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兵頭： アメ リカの苗畑用の器具と機械

2人でこの樋を操作するが，各自は種子の入ったバケ

ツと，柴溝の半分に入れるだけの稜子の入るコップを持

っている。樋の底を閉じて苗床の上に極くと，苗床の上

に，樋の重さで浅い条溝が出来る。各人は自分のコップ

一杯の種子を，樋に沿うて端の方から中央へばらまく。

それから2人とも樋の端にあるハンドルを握り，一緒に
押すと樋の底が開き,種子は桑麓に置かれる。この樋を
使えば，2人で容易に6吋離れた200の条溝に捲くこと

が出来る。換言すると，1時間に100眼の長さの苗床に

播くことが出来ることとなる。

4． 条播機械(Drillseeder)

播種床に印しをつけ，播き，覆土を一操作でおこなう

多くの実用的な条殻機械が，考案されて苗畑で使用され

ている嘩4図～第5図)nHazardやTumerの播種
画一一一菊 一一一…一号一･一~一ーー

第5図

トラクターで曳くように設計されたHazard擢鍾機

い。潤戒には，七つか八つの条溝がある。前部に曹蔽Iし

てある条溝は，中心から中心まで7吋離れており，鍔邪

のものは6吋離れている。間隔が広いと耕やすに稽盈容

易になる。ふつうの小粒の種子なら殆んど擬麺機で播く

ことが出来るが，南部の苗畑では, Long･1eafpineの

種子を播くのにI糊Iの装置が考案されている。この擢麺

機で，4沢幅の苗床を1回押していくだけで， 7～8本

の条溝全部に播くことが出来る。故に，気候と土壌の条

件が適当であれば，1日に数エーカーの播種床に藩ける

こととなる。

5． 発芽前に,播種床の表面の殻を破るに用い
る器具(Tool forbreakingthesurface
crust"seedbedspriortogermination)

播種床に種を播いた後，多かれ少なかれ，時として土

壌の表面に固い殻ができる。これは，種子の小さい品種

のものが，発芽するときに，地表に出難くする。殻の大

きな薄片が，地下の何千もの早く発芽した種子のため，

1吋かそれ以上も持ちあげられることがある。この状謹

は殻がなければすぐれた発芽をするかも知れないものに

たいし，非常に損害が大きい。これは発芽前に，第6図

でしめしたような特殊な器具で，殻を破ることによって

《
“

第4図

赤松の識重；各苗床のタテに一度押していくだ

鯛!繍蕊翰裟蕊鰡轍
だけのものもある。

機や,これを変更しだものが針翻の種子を条灌に溶く
のにふつう用いられる。FR"ITd播種機では，覆土の深

さは条溝を作る鍬の前にあるデーヂ輪で調節できる。条

溝をつくる鍬の後ろにある馬鍬に似た覆土用の器具が，

条蒋をつくる鍬によって，除かれた土と同じ量の土を溝

に返す。松やエゾマツのよう厳，非常に浅く覆土するこ

とを要する種子を播くときは，播種機を人力でごくゆっ

くりと推進させ，一方監督は種子を一嫌に播き，覆土す

るのを妨げる障碍物がないのを知るために，注意深く機

械の動作を見守っているのがよい，平滑な苗床の表面

が，前部のローラーで作られ，播種機を曳いている後部

のローラーは苗床の表面を固め，やや中高にする。松の

種子は，播種機がふつうの歩く速度で推進されるとき

は，約4分のエ吋の深さに播くことが出来る。BlaCk

1ocustの種子は，幾分か深く，松と同じ速度で播くこと

ができる。HFI"2rd播種機で最もよい結果を得るために

嫁，苗床はよく作って表土朧乾燥していなければならな

8

鶴

発芽前に播種床の鑑鰯鍛るに用いる器具
防ぐことが出来る。18吋の長さで，12吋の幅の板に，

11/曾吋離れて, 5分の4吋の間隔で，釘を互い達いに

なるように打ちつけてある。釘憾板の下面に5分の4吋

でている。板が速やかに苗床の上を通り，小さい歯が，

殻の中に入り，種子の位溌を乱さずに殻を有効に破れる

ように，約4沢長さの爽直な柄力娠りつけてある。

－19－
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兵頭：アメ リカの苗畑用の器具と機械

6． 苗木の掘りとり磯(Treelifter)

苗木を掘りとるために多くの樹戒がアメリカで議案さ

れている。 S.D.Smfthによって考案された掘りとり

機もその一つであるが，これは，最初19ﾕ3年にBessey

苗畑で用いられた。 この道具は，長さ7沢，幅12吋

で，後方が6吋の厚さの，重い鋼鉄製の錘の刃で出来

ている。この刃は銭謹の枠の上に，斜めに傾いた繊量に

取りつけてある。この器具は，鋼鉄のケーブルと，馬で

廻す捲湯機によって，苗床の縦の方向に曳かれる。苗床

の幅いつぱいに拡がる刃は，希望通りの深さに調整でき

る。操作するときは，この樹戒は1分間に約6沢の割合

で前方に護動する。苗木は，土もろとも刃によって掘り

とられる。これが後方に落ちると，機械の後ろについて

きた4人の男が，ゆるんだ土から苗木を取り除き，これ

を箱や，篭に入れたり，後からついて来た他の作業手に

渡したりする。（第7図)。この器具は,1914年にBessey

苗畑に於て，掘りとりの経費を，手で掘りとる経費の約

2分の1にまで減らしたとSm7fhは述べている。

第9図

苗木を湿った凧諦で被うた箱に入れる前にゆる
んだ苗木を引きぬき分類しているどころ

や，地下の根切りに応用されてきた（第8図)。 この器

具の刃は，樋潅床の下を望み通りの深さで通り，根を切

り，苗木を直立したままにして残す。苗木は弛んでいる

ので，容易に擬糠床から除くことができる。そのあとか

ら人が個友に，手で握れるほどの大きさにして，苗木を

掘りとる（第8図～第9図)。 この方法で，苗木は速や

かに掘りあげられ，根をほとんど傷つけずにきちんとし

た束に麹浬出来る。根にくっついている剰つた土壌は，

苗木を引き抜くときに揺り落す。束はそれから根の上に

土を少し被せて，作業手の後ろに,(厩直する。通職根切

りがひじように発達しているところでは，根の麹里と箱

に包装することは，掘りとり機のスグ後に従う1人の作

業手によってなされる（第10図)。

q

ハ

ー

第7図スミスの苗木翻りとり機の操作中

アメリカの多くの大きな苗畑では，馬で曳く掘りとり

機に代って，トラクターで曳く，掘りとり機の発達に伴

い，根本的には同じ原理であるが, Smithの掘りとり機
一 一旦 〆F- E

一
芭二皐

第10図

濡重床を通る苗才翻りとり機によって前以てゆ
るめられた松の苗木を掘りとり大庖丁で根を切
っているところ。溺折はMontan2のSavenac

苗畑。苗木はそれから箱に入れて移植するため
に移縮板をかけるテーブルまで運ばれる。箱は
苗木の丁度右側に見える。

移植用苗木の5本の長い列を同時に掘りあげるため

に, Smithの掘りとり磯に変更を加えたものが上首尾に

使われている。この器具は軽くて, Smith式捌りとり機

の重い喫形の刃の代りに，薄い平たい刃を持っている。

第8図

播種床を通過する苗木掘りとり機。作業員が器
械の右側で器械の通過した苗床から苗木を掘り
とり中。
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兵頭：アメリカの苗畑用の器具と機械

している。Mgstは次に ．‐ ‐傘逼織｜

鋤潅騨"緑し"蕊 ？｡■霊■昨f■ ，
述べるものを，非常に有

している（第13図)。7 ，1． “・

は,T字型のハンドルが 第13図瀧掘り器
つけてある。この溝掘り

器は18～24ポンドある。溝をつくる場所で，刃の上を

足で踏んで,地中に押し込む｡ハンドルをゆり動かすこ

とにより，容易に希望の深さに地中に入っていく。この

器具で滑らかな側面を持った，頂部が2～3吋の幅で，

12吋までの深さの溝が出来る。溝掘り器は全く石や根

や他の障碍物のない，弛い砂質の土壌にだけ利用するこ

とができる。Saven2c苗畑では，鋤でできた溝に植えら

れた苗木よりも，溝掘り器でつくられたV字型の溝に植

えられた苗木の方が，霜に持ちあげられ易い。土力撞く

なるにつれて溝掘り器を地中に押し込むのに，ますます

困難となり，溝の側面は綴密になりすぎて，移植に好結

果が得にくくなる。Mzlstの溝掘り器の使われるところ

でほ，移植の列は苗床の検（第14図）か縦（第15図）
に並ぶこととなる。

この刃には後方に指状物がついているが，これば苗木に

ついている土塊を掘りあげ，こわすためにある礒11

図)。 この掘りあげ機は，この枠に附いた滑車を通るケ

単

第11図

一時に5列の移植苗木を掘りあげるに用いるた
めのSavenac苗畑で使われる改造されたSmith
の苗木掘りとり機

～プルによって，苗床を縦に引かれ，苗床の端にある馬

で廻す捲ロクロで廻される。この器具は苗木の根を傷め

ずに12吋の深さから掘りあげる。

苗木掘りとり機は，トラクターに曳かれることがふつ

う最も多い。トラクターは，車輪や無限軌道を踏んで，

苗床を跨ぐ・ようになっている。この方法で， 1本の苗床

の全部の苗木は，苗床を縦に僅か1回行くだけで掘りあ

げられる。保護樹帯に植えられる多くの堅木の苗木のよ

うに，大きい幅の広い間隔の苗木に対してば，一時に僅

か一列の苗木を掘りとることのできる，非常に重い掘り

とり機が考案されている（第12図)。

一

第12図

畝の端で土地の中に将に入らんとしている単列

苗木掘りとり穰

6．溝掘り器(Handtrencher)

溝掘り器は， 1～2年の針葉樹の苗木を，弛い砂質の

土壌に識直するため，小さいV型の溝をつくるのに有利

に使用されることが多い。この器具では，級密な土蕊で

あると，移植用の溝を充分深く掘ることが出来ないの

で，適当でない。HeyerとHessは，小さな苗木を植

えるのに，瀞を早く作るために，木製の職掘り器を推奨

島

第14図

移植板の長さと同じ幅の移植床のヨコに走る短
かい列に2-0(播種床2年,移植床0年）のポ
ンデローサ松の苗木を移鱸中。左にいる作業手
{kMastのミゾ掘り機でミゾをつくっている。
中央にいるのは苗木をほめた移植板をミゾに壷
いている。右にいるのは移植板をかけるテーブ
ルから苗木をはめた他の移樹涙を持ってくると
ころである。

己
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アメリカの苗畑用の器具と機械兵頭
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段の棚に2個の移植板のある移植板掛用のテーブルのこ

とを書いている。テーブルには移植板を上の棚に掛ける

ための折たた承椅子力装備してある。作業員が下方の棚

に移植板を掛けるために椅子を下りたときには，2個の

コイル状のスプリングが，椅子を後ろにひくようになっ

ている。作業員の1人は移植板に右から左に充して､、

き，他の1人は左から右に充していく。植栽する係員

は，苗木の入った移植板をとり，空の移植板を代りに空

いた棚に返し，移植仮に苗を入れる係員は，絶えず仕事

が途絶えないようにずる・また病害にかかった苗，崎形

の苗，嬢小な苗や，他の点で移植に適しない苗を選り除

ける。

つぎに移植板の型について二・三説明する。苗木を溝

に挾むRathの移植板や, Fischbachによって書かれ

た，幾分か類似した移植板は，この型のもので最もすくﾞ

れたものとして， ヨーロッパの権威者に推奨されてい

る。この原理に依った移楯板は，ある点までアメリカで

も使われている（第16図)。これは長さ6沢，幅6吋，

第15図

移植床のタテに走る長い列に2－0の赤松の苗
木を移植中。作業手は移植板を除いている。そ
れから士を移植苗木の周囲につよく踏み固める。

一
《
一
戸

8．移植板(Transplantboard)

各種の移植板が移植を容易にし，経費を減少させるた

めに，工夫されてきた。これらの移植板は皆，苗木は移

植に渦うて規則正しい間隔で刻まれた溝（刻承目）に霞

き?根を垂直に下方に下げて溝の上に持っていく。適当
に土壌を根の周囲に入れてから，織直板を除く。溝が適

当な深さに出来ていたら，移植板は極めて有効で，価値

の高い苗畑用器具である｡苗木は'末づつ手で植えると
きよりも，間隔が正しく，深く，一棟に植えられる。苗

木を溝に嵌める間，移植板を掛ける移植板掛け用のテー

ブルは，移植兼灘掘り板の場合を除き，すべての移植板

に用いられる。このテ戸プルは，作業員が苗木を溝に早

く，しかも最小の労力で置けるよう適当の高さでなけれ

ばならない。苗木は湿して，作業員が容易に届くよう，

テーブルの中心の下に吊した手桶かバスノシーットに入れる

か，テーブルの背後の長い狭い箱の中に入れる。作業員

は少量の苗木を左手でとって，素早く右手で板の亥峰目

に移す｡最後漣なって植えるときに一様の深さになるよ

う，苗木を刻承目に調整して入れるときに，注意しなけ

ればならない。テーブルは通常背後と両側ほ囲まれる。

第16図移楠職けと移＃轆

厚さ1吋である。移植板の－側は厚さ2分の1吋にまで

傾斜していて，希望される間隔により1～3吋の間を漣

いて刻歌目がある，亥脾目の深さは約1吋である。識直

板は刻み目がテーブルの義緬にあるように，テーブルの

側面にある鈎にかける。苗木は移j鰯の壼輌に対して直

角に刻み目に．嵌め込む。そして溝に持っていって植える

までの間，大きなピンと張った紐で苗木をその娚所に保

一
三
一

そして上方はエナメルかペンキー”‐ … ‐ “函
一ヶ－勺鳶」噌一一心一由.……

:入淡一ハ八農皇？

－Fや~ 一凸 一F一一一

岳で塗った16メッシュの鍍金し

た金銅で包室れる。また若い苗

木を太陽や風から守るために，

帆布か麻布でテーブルを被う。

作業員が高い床ルか椅子を用い

ると，仕事はもつと能率があが

る。婦女子は非常に早い作業員

となることが多い。 Olsonは

Savengc苗畑で発達した上下2

0
世一ハー八f==』に≦ ≦ ．＝≦§
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国
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霧
第17図溝掘り兼移植板
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兵頭； アメ リカの苗畑用の器具と機械

持して置く｡､移植板を溝まで持って行き，根を溝の垂直

の壁に対して垂らす。土を根の周囲に充たし，充分に固

める。それから紐をゆるめて，板を除ける。最も簡単な

型の移植版は，次に述べるものである。これはまた溝掘

り板としても使えて，長い間ヨー画シバで使用されてき

た（第17図)。これは長さ4沢かそれ以上で，幅5～6

吋,-厚さ1吋かそれ以上である。4分の1吋かそれ以上

の直径の穴が1列に，端の方から2分の1吋のところ

に，適当な間隔を置いて穿孔してある。換形の長い溝

が，板の端から穴の方に向って，切ってある。この器具

を操作するには，苗床の上に霞いて，瀞掘り板として使

う。溝が掘れたら，移植板を前方に動かして，移植板の

孔が溝の垂直な端の上にあるようにし，苗木を移植仮の

孔を通して下げる。苗木の葉が拡がっているので，抜け

落ちることはない。苗木を通すのがすんだら，根が溝の

垂直な壁に接するまで板を後方に押す。土を充たし，足

で充分に固める。移植板を後方に動かして，苗木から離

れる｡軽く引っ張っても苗木ははずれるよう，孔は充分

大きくなければならない。孔の大きさは，移植される苗

木の大きさに支配される。移植板を使うときは，苗木は

始んど同じ型でなければならない。さもなくぱ，小さい

苗木I野Lから脱け落ち，大きな苗木は，移植仮を除ける

ときに土塊から引っ張られるか，地上部が傷づくであろ

う。移植板を地上に置いて苗木を入れる仕事は，非常に

面倒で退屈である。さらに，苗木は，苗木を移植板に承

れる間，テープ鷺ルの上で行うときのようには，太陽や風

から保護されない（第18図)。

第19図

苗木選別機は，1日に31z均102,500本の苗木を選別出

来る。全能力をあげて使用するときは， 5人の逼調I手が

瞬戒の両側で作業する。エンドレスのベルトが二つの部

分に分かれ，各盈の斗扮に，苗木をのせる五つの仕切り

と一つの空いた仕切り個所がある。各選別手は動くベル

1号の上に2本の苗木を置き，ベルトに交叉した薄板の間
旬

の五つの空いた個所の各,々に2本の苗木を置く－つま

り全部で10本の一ようにする。やがて空いた場所は

5人目の男のところを通過する。機械が操作されるとき

は，通常ベルトは1分間に35呪，つまり1回転する。

そして，1回転で，1束50本の苗木が4束できること

となる。樹戎の端にいる作業夫は， 50本の束にして苗

木を取り， 1束を結束台の上の亥詩台のピンの間に冠

く。

選別機の末端近くにある電気結束機で，50本の束に苗

木を結束中（写真19参照)。数読率器が結束機構の連結

‐

鳥

第18図ミゾ掘り兼移植板の操作中

9．苗木の選別機(Seedling-gradingmachine)

選別機がミシガン州で, P.W.Robbinsによって考

案された。これは苗木が品等区分されるに従って，自動

的に数えられるものである.鐸19図)。選別テーブルの

端の近くにある電気結束機(E1ectrictyingmachine)

を操作する1人の男は苗木を50の束に結ぶ（第20図)。

r

第20図
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兵頭：アメリカの苗畑用の器具と機械
ー

桿の下に据えつけてあり，結束される各凍が，自郵勺に

記録される。この数読象器の20の記録は，選別され，

繕束されたm00本の苗木をしめしているc

lO・ 麻布て巻く苗木の梱包(PaCkingtrees

inburlaprollS)

この方法（第21図）はSavenacで，針葉樹の苗木や

小さb,移植用の苗木を梱包するのに識垂した。苗木の多

くは駄馬や戸パに談まれて，離れた椛朧趣に輸送され

る。この荷作りの方法では，1吋×2吋×22吋の2本の

小割板から成る荷作り枠が用いられる。 この4割板に

は，2本の41ん沢の針金をつぼ釘でとめてある。この枠

は積承出しの時期に先立って，雨期に多数作られる。こ

の苗木の梱包は次のようにしてつくられる。

1本の荷作り枠を，最初荷作り機の中に置く。それか

ら21吋の幅で，6沢の長さの梱包用麻布を1枚荷作り

機の内側艇置き，麻布の端を荷作り機の後側と，前側の

上に掛げる。麻布と同じ大きさの所謂‘‘肉屋の”マニラ

包装用紙を1枚麻布の上に置く。湿った麻屑や苔を，荷

作り機の底にある紙の上に拡げる。それから1束の苗木

を根を中心部に侭いて軽く積承重ね，地上部を荷作り機

の外側にあるようにして，麻屑や苔の上に置く。湿った

頚充物の屑や苗木の束を交互に加え，荷物が望み通りの

重さになるまで，つめ込む。紙の端を積承重ね，麻布の

端を合わせて，周囲にゆるく繩をかけて麻布は締め具で

強く締める（第21図)。針金はこの時に合わせ，梱包は

更に締め，針金をパイプで作ったクランクで締めて堅固

なものとする。クランクからワイヤの端を外し,針金を

よじり合わせた後，梱包は蝶番どめになっている荷作り

機の前側から除けられ下に落ちる。

2枚の小割板ば，運搬中に苗木を保謹するために，先

端の芽よりも約2吋はみでている。 （おわり）

一
（
』
一
一

第21図麻布で巻いて苗木の梱包中
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しいから旅喪は渡して呉れるなという文面であった。

途方に暮れたオーヂュポン少年は辛うじてルーシイの

叔父ベンジャミン・ベークウェル氏に事情を打ち明けて

フランスまでの旅費を用立ててもらった。

キャプテン・オーヂュポンは伜の話を聞いて思い当る

ところがあった。貧鉱であるにかかわらず，今まで〆ゴ

スダから請求して来る凝用ば莫大なものであった。計歎

にかかったような気持であった。それにベークウェル氏

に照会してやったところ，伜の言と同じように鰐慕い，

安心の出来ない男であることが確実になったので，少年

の提案通り手を切っても綱っないという許可を与えた。

オーヂュ鑛ンが此の許可と，もう一つ心から望んでい

たルーシイとの羅婚についての同意を得て，新に相談相

手として選ばれたフェルヂナンド・ロジア青年とミル・

グローブに着いたときは，陰険なダゴスタは，既に湛緯

的に，此の鉛鉱山に，或る権利を確立していた。どうに

もならないことを知ったので，鉱山の権利をダゴスタに

被渡して，彼とば完全に手を切ることにした。

彼が人生の荒浪に乗り出して，銭初に手を染めた琴喋

は，斯くてあっけなくも失敗してしまった。しかも，此

の後に彼が企てる琴澆の総てに，同じ運命が待っていよ

うとは，神ならぬオージュボンも遂に予言することはで

きなかった。

1 ロジア青年

オーヂュボン少年は無邪気で，まだ慾というものがな

かった。
旬

それに，世間の金持の息子に通有性である浪費癖をも

っていたことが，父の不安にもなったので，いよいよダ

ゴスタと手を切ることになれば，新に相談相手をつけて

やらねばならなかった。彼の友人の子息にフエルヂナン

ド・ロジアという年の頃30か31歳の青年があった。

此の青年が此の世の中へ生れて来たのは，一文でも貯蓄

するためでもあるかのような顔をしていた。それだけ

に，健全な感傭をもち， 少しもあぶなげがなかったの

で，オーヂュポンの世話役にはうってつけの人物であっ

た。

9年の関係を結ぶための契約書が，父同志の間に取り

交わされた。当時ナポレオンの募兵が急を告げていたの

で，オーヂュポンはアメリカ生れ，御まオランダ生れと

いうことにして， 1806年アール河口のサン・ナザーレ

の港をあとにした。

ミル・グ画一プで此の気の合った二人は，蛋蹴山を経

営して，一旗あげる積りであったが，結局はダゴスタに

う震い汁を吸ｵつれたようなかたちになってEまい，どう

する術もなかった。

結局は二人共今後の経験を積まなければならないとい

うことになり， オーヂュポンは紐育のベンジヤミン。

成澤多美也｡2．
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6ダゴスタという男

世の中には好智に長けて，人からいやがられる人間が

ある。ダゴスタという男はそんな部類に属する人間であ

った。

ミル・グローブの農園で鉛鉱脈が発見されるに及ん

で，父キャフ°テン・オージュポンが心配したのは，年端

もゆかない伜が，事業をうまく経営することができるか

どうかということであった。

家庭數師であり同時に探鉱冶金の相識湘手にもと思っ

て，ほるぱるフランスから人選してよこしたのが，その

道の経験者であるフランシス・タコ瀞スタであった。

オーヂュポンが消賀癖の強い子供であったということ

は事実であった。此の時代に一‘々許可を受け，そして鋭

い濫擦の眼を光らされたのでは嫌になるのは当り前であ

った。私頚の観察に鋭敏であった此の少年ば，同時に人

物評価にも優れた能力をもっていた。ダゴスタを初めて

見た時から，何となくいやらしい男だと思った。殊にダ

ゴスタが彼の最も尊敬していたベークウェル氏の蔭口を

いったり，最愛のルーシイとの結婚を妨げるような言動

をするに及んでは，全く一つ屋根の下に住むのも厭わし

くなった。

ダゴスタ朧，鐡餓山や農園を自分のものにしようとた

くらんでいたし，鉱山がどんどんお金を消費していた割

合に，何等の繕果も生れて来ないという事を少年は感付

いた。

彼は変ゴスタとの一切の関係を断ちたいと思った。そ

のためにフランスの父の許へ相談に行こうと決心した。

旅費を出して呉れとダコスタに強請んだが，彼の心の内

を見抜いたのか旅費は与えられなかった。そのかわり紐

育の取引銀行宛の一通の手紙を渡して呉れた。銀行で聞

いて承ると，海賊の船長と共謀して，支那にゆく稜りら

の

繍島
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成沢: J . J.オーヂユポンのことども (2)

ベークウェル氏のもとで事務見習， ロジア青年ほ，西 て， セントジェネビーブに行くことにしたが，此の河

印度諸島へ大量のハムを輸出して一儲けすることになつ は氷にとざされて数週間も露宿することを余儀なくされ

た。 しかしロヂア青年の思惑は見事に失敗してしまつ た。ロジアは全く渉関を失って》~前途にはただ曠野しか

た。何故なら西印度諸島の土民は，昔から肉よりは魚を ないように思えた。毎日毛皮を頭からひつかぶって御飯

用いていたので，ハム等は誰からもかえり承られなかつ 時か大事件でもない限り起き上ろうともしなかった。ロ

た｡一方オーヂュ叢ンもベークウェル氏のもとでは一向 ジア昂の最も優美な音楽であり慰安となるものはドﾙ箱に
に事務も覚えず数千ドルの小切手を封もせずに投函する 没げこ震れる貨幣の音だけであった。それにひきくらべ

ような派手な失敗をしたので，流石気のよいベンジャミ てオーヂュボンは珍しい鳥をゆっくり観察したり，狩猟

ン氏もオーヂュ韻ンよりはもう少し気の利いた事務員を したりしていたために，ロジアが深い悲観の底に落ちこ

雇う方が賢明かも知れないと思うようになった。 んでいるのと反比例して郷勺な毎日を迎えていた。

それやこれやで，第二の失敗をやってすっかり梢気か 数週間後やつとセント・ジェネビーブにつくことがで

えつた二人はお互に空になった財布を見せあって苦笑せ きた。ここはミシシッピー河の西部にある若い開拓地で

ざるを得なかった。 あった。此の河の上流にあるルイス部落と共にフランス

ベンジヤミン家の話によると，ルイスピールは新開の の移住民が集まって居り，家もフランス風に建てられて

町であり，フランス人がどんどん入り込んでいるから前 いた。西へ行く狩猟者，ずっと北へゆく商人，ニュー・

途有望であると聞き，ロジア青年と多量の潔峻を仕入れ オルレアンから来る旅人，船員達が必ず一度は旅装を解

て1807年オハヨー河を下航した。 くところであった。

二人はルイスビールに落ちつき，その附近の農園にも セン1, ．ジェネピ戸プでは二人ともかなりいい商売が

行商をやったりして相当儲けることができた。その翌年 できた。というのは河が氷っていたので此の寒空に訪れ

オーヂュボンは羅婚して，初いういしい新妻ルーシイを‐て来る商人も少かつたからであった。ロジアは漸く元気

連れてやって来た。 を取り戻すことができた。

しかしオーヂュ讓ンは共同経営の雑貨店の店番をして しかしここでもオーヂュポ"ﾝは菌蔬に身を入れるより

いるよりは附近の森へ行って鳥を追っかけまわしている は，烏を探し求めることの方が多く，滴司は趣朱も目的

方が多かった。 もちがう二人が同じ道を辿っていることの不自然さに気

ルイスピールが発展3－ると共に，狡い商人も沢山入り づいて，父オーヂュボンが契約書に9ヶ年と書いて呉れ
込んで来たし，値段の急激な変化のあほりを喰って，た た期間を変更して，僅に4年で-割を解消することにし

ちまちのうちに二人の店は瀕死の重態に陥ってしまつ た。オーヂュポンは共同出盗の分け前を全部戸ジァに謬

た･ 渡してしまった。ロジアはここで店を単独経営する決心

ロジアはすっかり陰欝になったが，オージュポンは若 をしていた。ロジア青年が特に此の土地を好きになった

い頭は若い者の肩の上に乗つかっているものだといつ のは実は恋人が出来ていたからであった。

て，むしろ益を快活にさえなった。しかし此のま麦では かくて1811年オーヂユポンは再びヘンダースンのル

第三の失敗が目に見えていたので,･二人でもつと匪鄙ま 一シイのもとに帰えって行った。

で行くこととした。オハヨー河のずっと下流でルイスピ 此の二人の交渉は決して明るいものではなかった。し
一ルからは125哩も離れたヘンダースンヘ。 かしオーヂュボンが此の4年の間全く鳥に熱中すること

リチヤード・ヘンダースンの名に因んでつけられた此 のできたのも，利益はなかったにしる店の経営を，曲り

の町は，そ､の昔河川族やアルゴシキンの種族によって割 なりにもロジアが支えて呉れたからであった。そうした

拠されていたところがあるが，今や数百限の巾をもつ大 意味でばロジアほ，決してオ戸-ヂュボンにとってマイナ

通りを設けた発展途上にある町であった。そして近郊に スの存在ではなかった。後年再びオーヂュボンが事業に

は大農場が深く喰い込んでいた。 失敗して赤貧洗うようになったときロジアを訪れて若干

数週間の間相当の売り上げがあったが，しかし大農園 の補助を得たことがあった。そんなことからゑても二人

主は必需品の多くを費府やニュー・オルレアンで買い込 の間には変ゴスタとの間に見られたような反擬的な気分

む風習があったため，二人の商品は或る程度を越してか は少しもなかったようである。

らは売れなくなってし玄つた。二人は意を決して商品を 8陰欝な鳥類研究家
すっかり処分してしまった。 アレクサンダー・ウィルスン

ルーシイと子供をヘンダースンに残して，オーヂュボ ルイスピールでロジア青年と共同で開いた小売店朧，
ンと戸ジアは， 吹雪の渦巻くオハヨー河を更に下航し 決して上左の成績とはいえなかった。それどころでな
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成沢: J. J .オーヂユポンのことども (2)

わなかった。

ウイルスンはしばらくしてから二階に上ってしまっ

た。その部屋からは淋しいフリゥートの音が洗れて来

た。それは一層彼に対して孤独な印象を人灸に与えた。

数日ここに滞在している間オーヂュポンは店を留守に

して森休や原野を案内してやった。相当珍奇な鳥も銅反

したり見たりした筈であった。しかしウイルスンは彼の

日記の中で，此処では1人の予絢署も得なかった，叉
1羽の新種も発見しなかった，文学や科学を共に談ずる

に足りる人間は居なかったこと，そして彼等はただ如何

にしたら金力嬬かるかということしか考えていないと書

いているそうであるが，おそらく彼が予期したような予

約者を得られず，おまけに白面のしかも一商人の絵や研

究の方が彼のものよりずっと深入りしていることが腹立

たしかったり，打ち負かされたような気がして，その腹

いせにそう書いたものであろう。

此のウイルスンとの関係は，後にオーヂュ諾ン力;〃ア

メリカの鳥類〃を世に問うに至って，俄然惚熱な陣襟を

招くようになった。というのはウィルスンの筆謡の縄受

者であり，叉同時に共同執筆誉であるオードという謬卿

な男が，ことごとに喰い下がって来たからであった。

つまりオードにしてみれば,オーヂニ筆ンの出版は，

癖等の出版物を締め殺してしまうかも知れないという懸
念があったからである。

オーヂュボンはウィルスンに対しては別糎識意を感じ

ていなかった。彼の著書の中でウィルスンは彼の鐙で

あること；世間から誤解を受け，力価が充分認識されて

いないことをむしろ残念であるとさえ云っている。

ウイルスンは1814年貧困のうちに，彼らしく淋しく

死んで行った。

9 自然科学者ラフインスキー

オーヂュボンが戸ジア青年との共同出資の小売店をや

めて，ヘンダースンに帰えってからしばらくの間は,土地

売買等をやって，かなり潤ほった生活をすることができ
たが，その後手を出した製材所，製粉工場でばすっかり

失敗してしまった。造船に投資したがこれも例によって

失敗し’さすがに打ちのめされたような気持であった。

そうした重苦しい出来事の最中一一1818年の或日の
こと，見知らぬ男が彼を名差しで訪れて来た。背が小さ

く頬ひげ顎ひげを長く伸ばし’眠裳はといえば，胸一ぱ
いにボタンのかかる上衣，染料も余り立派でない木綿服

であった。

自然奉岸者で，コンスタンチン・サミユエル・ラブイ

ンスキーという名前だと云った。

オーヂュポンもここもと琴挙の失敗つづきで，すっか

り腐っていたので，一見世俗など超越したような，そし

く，日を追うにつれて，店はさびれる一方であった。

そうした最中， 1810年の早春,一人の旅人が此の小

さな店を訪れて来た。丈の低い，沈痛な顔をした男であ

った。スコットランド人でアレクサンダー．,ウィルスン

といった。昔は織機】職人であったが，今は相当有名な鳥

類学者になっていた。

彼力批の辺彊の地にやって来た目的は，一つは彼の著

した〃アメリカの鳥類学〃の予約をとることと，未知の

地域の探鳥であった。

勘定合にいたロジア青年も，此の陰気臭い鳥類研究家

の新刊の書をのぞきこんでいたが，オーヂュボンが予約

帳にサインをしようとした時，肘で彼の横腹をっヅつい

た。 ブランス語で，君の絵の方がずっと巧いのに，何

を好んでそんな下手な本を買うのかと抗議したのであっ

た唇オーヂュポンもその忠告に従ってサインする手を引

っこめてしまった。フランス語はよく分らないが，二人

で鳥の話をしていることは確のようであったので，それ

となくオーヂユポンの烏の研究について質問して臼;患た。

彼は今まで描いた鳥の絵を全部持って来てウイルスンの

前に拡げた。ウイルスンはその絵を見て樗然とした。彼

の描いたどの烏よりも，此の名もない田舎の一商人の絵

の方が何層倍も巧であったし，それにどれもこれも画面

一杯に腿動していた。色彩も鮮蝿であったし，全体の形

態も正確であった。吸い込烹れるように見ていた彼は，

太い溜息をつくと共に陰気な顔を更にくらくしてしまっ
た。

オーヂュボンの知らせによって，その晩ウィルスンを

囲んで，生物学の話に花を咲かせようと，同好者がオー

ヂユボンの部屋に集室って来た。ウイルスンもその雁渥

の二階に止宿していた。

此のルイスピールはもともとフランス系の人が多かっ

た｡フランス革命で亡命した人達であっただけに，皆教

養のある人公であった。ドクター・ゴールI湖直物学者，

ブェルグヅンは物理学者，ギリイ氏は絵かきであった。

河向うに住んでいる華雄のジョージ・ロヂャーズ・ク

ラーク氏も博物の研究家であった。

そうした同好者が御臺インデアン・クイーンに集まっ

て，たまたまやって来た研究家ウィルスンと智識の華

やら指導を受けるために座談会を催そうとしたのは，そ

の気持に於いては今も昔も.かわらないことである。

しかしウィルスンは，その席に招かれても，昼間と同

じように，いやむしろ一層鐵蒋な顔をしていた。それに

横目で，応答するようなことをしたので，集まった人達

に非常に悪い印象を与えてしまった。オーヂュポンの最

愛のビクターは揺い鰭に眠っていた。その藍は彼も得意
・のものであったが，ウィルスンは，おあいその一つも云

＝
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成沢: J . J .オーヂユボンのことど& (2)

て至って瓢軽そうなラフィンスキーに興味が惹かれて，

請われるままに，彼を宿めてやることにした。その晩夕

食を共にして植物や鳥や昆虫の話に花を咲かして，オー

ヂニポンもすっかり愉快になってしまった。

二階の一室を彼の縫室にあてがって，お互に明日を約

束して，彼は階下に降りたが，しばらくするとラフイン

スキーの室から，ただならぬ音が響いて来た。天井が抜

けるような騒ぎである。彼は驚いて二段とびに二階に上

って，自然稗学者の室に跳び込んでゑると，驚いたこと

には，学者は謂梨になって，彼の大切なバイオリンを振

り廻わしていた。

〃新種らしい。新種のコーモリが入ったので，掴えて

いるところだ。手を貸して呉れ〃

バイオリンは漉購苦茶であった。新種だというコーモ

リを鼻の先につきつけられて，流石にオーヂニポンは苦
笑せざるを得なかった。

翌朝，彼としては意趣返えしもあったであろう。叉先

駆者は物事を大袈裟にいう癖があるが，それを其似たの

か，彼が今菫で描いた鳥の絵を見せ， 耳許へ口をよせ

て，これは謂睡なんだ，雲だ学界にも薙浸されていない

こと等まことしやかに話した。勿論これば事実だったか

も知れない。兎に角ラフィンスキーはオーヂュボンの名

声も聞き知っていたので，克明にノートにその話を写し
とった。

彼の画帖の中の一つの植物を見て，これはまだ見たこ

とがないと云ったので，二人でオハヨー河にそれを採取

に行った。ラフインスキーはその草を手にすると，空中

高く雀躍して，学界には未知の稀品だといって喜んだ。

garpikeやalligatorgarという魚の話， そして附

近に珍奇な，生物の宝庫，藤籔があると話したら，彼は
是非案内してくれということになった。

此の藤灘は人も入らないジャングルであった。刺や葉
で，顔や手が切られた，何回かラフィンスキーは転ん

だ，熊や猪の住居だとおどかしたら，ほんとうに熊が出
てしまった。

ラフィンスキーはそれまで珍しい植物を沢山採I反して

いたが，仰天のあまり盲滅法に薮の中に逃げこんだ。訴

悪しく鎖軋雨力雲ってきて，距尺も弁じない土砂降りに

なった｡ﾗブｨﾝｽｷｰは，熊に度胆をうばわれ,今や
雨と雷に身も心も滅茶苦茶になり，四つん這になって喘
いでいた。〃勇気を出せ〃とオーヂュ兼ンは叫んだ。〃忍

耐だ〃そう叱りつけて気付け薬にブランディを飲ませ

た。オーヂユポンは，此の鱸斑の隅から隅蚕で，よく知

っているのであったが，余りの暴風雨のために，遂に道

を間違えてしまい，嵐がやんだ頃はオハヨー河をぐるつ

と廻り，渡し舟で漸くヘンダースンにたどりつくことが

できた。

斯うした毎日を送って，貧しいオーヂュポンの家に3

週間の余も厄介になっていた。或る晩コーヒーが出来た

ので，彼の室に呼びに行くと，彼が居ない。癖反した弱

や貝や，昆虫，植物に至るまで，主人と共に忽然と姿を

かくしてしまった。オーヂュポンも心配の余り，あちこ

ち，心当りを探して染たが，遂にヘンダースン部落から

彼を見出すことができなかった。

後日彼はラフインスキーにオハヨ戸河で銅反した珍し

い魚だといって図入りで説明して書き送ってやった。

これ等は後にラフインスキーの著書に戦せられαその

うちdeviljaCkdiamondfishの如きは，ラフィンス

キーもたしかに見たことがあると述べ〃オハヨー河の不

思議の一に数えられるものである。全身大きな石質の鱗

でおおわれ，この鱗たるや，銭器で打てば火を発し，弾

丸すらハツシとばかりはねかえす代物で私もこれを見た

ことがある。しかしずつと遥か遠方で〃という添書きま

でつけたものである。

オーヂニポンの絵にば債漣が発見されている。しかしウ

ソがない。だから後日此の戯画が，学署間に非常な問題

になり，此の絵が悪ふざけの所産であるということが断

定されるまで実に前嵯50年を要したといわれている。

今此の絵はワシントンのスミソニアン刷究所に癖され

ている。

《
一

へ一戸一一二二二一~へーヘーヘーヘヘへ堂二～一

（13頁よりつづく）

それだからこそ，わたしたちはできるだけ早く，この

仕事に着手しなければならない。

この佳事は非常に長い間つみ上げていかねばならぬも

のであり，また非常に広い領域にわたって盗料をあつめ

ておかなければならない。

たとえば研究の面にづいていえば，いろいろの領域の

共同の研究ということが絶体に必要であり，森泳の取扱

いかたや，森休の立地，林木の品種改良，森林の経営な

ど育林学的な部門と木材の材料学的な部門との結論が，

いろいろの面でく象合わされて，この非落に広い領域で

総合されていかなければならない。

このような立場で結論が総合されたときに木材につい

ての個々の知識はただ断片的なものの集りでなく，森林

のおいたちと，林木の成長の経過を背景として組承たて

られていくことになる。

このような体系に組承立てられた木材の材料的な知識

によって木材は工業林料としてその品質を分類していく

ことができ，その品質の嶽理が権裳凌術のうえにとりあ

げられていくことができるようになるであろう。

▲
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製)，施業関係設備の計画，施業計画の坂纒,施業計

画の運用，施業計画の改編および修正とである。

著者はまずあらゆる経営において，生産の主動力が

組織の機能にあることは当然であり，組識の機龍憾経

営の内容に計画性をもたせることにほかならないが，

およそ計画なるものは経営の期間が長いほど，また経

営すべき対象物が大きいほど主要性を増すものである

として，森林経営における森林組織の重要性を強調

し，とくに林業では他産業とことなり，物的組織に重

点がおかれなければならぬとされている。物的組織づ

けのなかで重要な問題ば収穫規整（この収穫規整なる

語は著者の創案にかかるもの）である。この収穫規整

については特に力が注がれている。古今東西の諸学者

の説をあまねく網羅し，収穫規整にたいする沿革を知
り得るばかりでなく，それぞれの学説に一つ一つする

どいメスを入れて批判されているので，各学説の長短

得失がはっきりわかる。収謹規整の方式と次の収穫予

定の記述に50頁をさいておられるのをみても，いか

に力を傾倒されたかがうかがい知られる。

収謹規整の』哩たる役割を演ずる法正林についても
詳細に解説が加えられ，特に法正林思想の起源と動向
の一節臆興味あるものである。

、林業の一大特色である生産期間，すなわち伐期令に
ついても各説の比較検討が加えられ，筆者は森林純収

穫説と土地繩反穫説との中庸に加担されているように
窺える。

森林調査簿，経営図，経営基案,施業計画説明書等
の調製についても具体例を掲げてその調製方法が説明

されているが，これも本書の特徴の一つであろう。

各所に現在実施されている森林法，国有林経営規程

等の関係条文が引用されているばかりでなく，巻末に
付録として国有＄I経営規程，森林法抜奉，森林計画編1
成規程，森"計画編成規程の施行についての抜奉等が ！
のっていて便利である。

本書の特徴を端的にいえば，非常にわかりやすく，

実用的であるということである。これ童で森林経理学
は，とかく難解なものとされていたが，本書の出現に

よってその非難はあたらなくなった。著者は教科の目
的と実践の目的とを同時に達成すべき書の著作は無理
なものであるかも知れない，ただ自身の信念と経歴と
に頼ってこれを敢てしたといっておられるが，その目
的を完全に果している良書である。

わが国の森林計画化の体制はまさに世界的の盛観を
ていしている。しかし，計画の編成が正当に行われ，
運用が円滑であるためには，森林経理の知識が正しく
体得され，また広く理解されなければならない。換言
すれば，計画編成の任にあるべき専門技術者の承なら
ず，一般の森林家もまた，森林経理知識を欠くこ-とが
できないと著者もいって詣られるが，この際，ホI業技
術者は勿論一般の人盈に,も是非一読をおすすめする次
第である。 （林野庁計画課長仰木重蔵）

紹介新刊

藤島信太郎著

森林経理精義

A5判 255頁 定価330R

養賢堂発行昭和29年10月25日、

棒農は，著者がいっておられるように，生産期間が
とくに長いこと，生産の行われる場所が広大であるば

かりでなく，林木資本が巨大で，しかも，その尭遥は

簡単に握詮にくいものであることなどのために，保続
という揖導原則の殿子が古くから唱道されている。し

かも，その上に森林の公益性と社会性とは，森纈淀扱

のあらゆる部面に考慮されなければならない｡したが
って，合理的な林業経営においては，一定の施業計画

に基くところの森林経理手段が要請されるのである。

施業計画の編成とその運用に関する学はとりも直さ

ず森林経理学である。林学の他部門に関する著書は非
常に多く，汗牛充棟といったありさまだが，あらゆる

林業経営の基本である森林経理学に関する著書朧，暁
天の星のようにすぐない。そのなかにあって著者は，

｜ さきに森林施業計画，上下2巻を出された。昭和14
1 年の森林法改正で，森林組合および50町歩以上の一

般民有林所有者に対して，施業案の編成とその実施が
! 義務づけられたとき,当時農林省山林局にあって民有

林施業計画化の衝に当っておられた著者が，とくいの
麗錐によって，前記の労作を世に禺され，民有林施業

案編成ならびに運営のため貢献するところの大きかつ
たことは，われわれの記憶にまだあらたなところであ

る。戦後の林業危機を乗り切るために，昭和26年第

10国会で，森林法の敦正があり，森林罰･画制度の一大

改革が行われ，その編成と運営に着だと進みつつある
！ とき，ここにまた著者が，森林経理精義をあらわされ

たことはまことにありがたいことで，乾天に慈雨の感

を深くするものである。

こんどの森林経理精義は，序説，第1編森林経理の

理念，第2編森林経理の方法とからなっていて，その

中を13章50節にわかち記述がすすめられている。

その内容を窺知するために各章のテーマを順を追って
あげると，森林経営と森林経理，森林経営の指導原

則，施業計画の要目，林業における生産，法正林，土

地の整備,経営区の設置および森林区劃，森林実態の

調査，施業参考事項の調査，施業仕組の決定，収謹規

整の方式，収穫鐙よび造林の実行計画（経営基案の調

毒
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このような御時世一人間の上げ底製造時代一一であ

ったためか文化的方面の向上発展には手落ちがあったと

見えて，公文のインキの使用の件は官界にY<''1tur

trangerがいなかったのか依然取り残され，明治9年太

政官達以降明治41年閣令第4号の公布まで－その間

日清・日露戦後の飛躍時代を経たが-30年以上もその

まま廃止されなかった。

明治41年12月7日閣令第4号
qJ

公文二「インキ」使用ノ件

明治九年太政宮達第二十九号ハ之ヲ廃止ス

◎ウツカリ樹の渡来

「蝉と畳は新しいほど良い｣新奇を好むのは人情の常

である。その新奇なる者の効能書を論者力錐弁に語れば

一般民衆は妄信するのもまた常道である。

わが国の外国産植物は植物渡来考（昭和4年・白井光

太郎箸）に依れば，古事記以来草本78種・木本129種

を数えている。近年になって輸入した外国産樹木は，文

久3年（1863）‘パリー万国博覧会に出張した人炎が持

ち帰ったのに始まり，明治初年新政府の欧化主義政策と

相俟って，開拓使・勧農寮三田育種場に多くの種類が輸

入され，更にいわゆる「文明開化」が謡歌されると一層

拍車づけられたようである。このように多く輸入された

ものの中には新奇を盲信するのあまり,樹木本来からの
ゲテ瞳ノ

下購者を一夜目･遠目･傘の内･後弁天･前不動一一美人

と見込んで迎えたが，あとになって良く見たら不動様の

醜婦であったことも少くない。たとえば神樹。また本来

の性質は優秀であるが気候風土を審かにしなかったため

にまた保護管理を誤って失敗した例も少くない。「ユー

カリ｣を適地を撰ばずウッカリ植えて失敗し，「ウッカリ

樹」の卑語さえ輪行するようになった。明治14．5年頃

から外国樹種の妄信を警戒するようになって，外国樹木

狭リニ移植スペカラズ（福島哲二）・外国樹木ﾉ得失妄

断スベカラズ（桜井勉）・民林繁殖説（同上）・外国樹

種妄リニ採用スペカラズ（田中壌）等殉の記事は非常に

多くなったが，この頃は外国樹種採用論者とうf採用論者

が二派に別れて対立していて，議論はなかなかつきなか

ったようである。 この時代をAnthesisの時代とすれ

ば，それ以前はTh=isの時代であり，現代健Synthesis

の時代といい得ると思う。

◎人油で桐苗を養成。

明治初葉頃，青森県の一地方で桐苗を造るに，「根寄

せ法」と唱うる奇法が嗣つれていたという。その方法は

目通り1尺回り以上の桐の木の側根（太さ凡そ1寸5．

6分回り）を切り取って，これを5寸乃至8寸位に蔵断

し，火葬場の灰の中からとった人独と，鶏糞及び宙代土

の3種を調合し，洗米汁を以って練製した粘土をその両

端に塗り付けて，斜に苗畑に埋植すぉ。その距離ほ各1

－－■一一 声三一一,合一 一一一一一
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◎官庁の公文に「インキ」の使用を許可することに

なった。

明治維新の新政府の革命の様式の常道として，政治組

織に一大革改を断行したのは申すに及ばず， 思想・言

論・文学・夕陸・経済・芸術等々あらゆる鐵目の変化

は，自治・教育・法制は勿論軍備にまで反映して，極端

な欧化主義となった。外国人の学者・技術者を招聡ある

いは雇傭し，また進んでわが国から各界の人士を海外に

派遣して，欧米文化の吸収に寧日なく，いわゆる「文明

開化」の時代を現出したが，ここに意外なのは反動的に

行われたのかどうか判らないが，官庁公文のインキ使用

の禁止または制限が行われたことであった。

明治9年3月太政宮達第29号

自今公文二洋製ﾉ墨汁（インキ）ヲ用上候儀不相成

候条此旨御達候事

但洋文ヲ洋紙二書スルハ此限リニアラス

安政元年（1854）の不平等条約の期限満了（明治5

年7月・1872）に伴う改正は，明治4年（1873）岩倉

具視の外遊・明治11年（1878）外務卿寺島宗則の改訂

提議・明治13年（1880）井上外務卿の改正提案等の失

敗にほとほと手を焼いた政府は，これが解決策は日本の

国瞬勺地位の向上を図るに如かずとして，第1次伊薩内

閣（明治18年12月・1885一同21年4月・1888）ば

欧米の皮相の文化に肢惑し，徒らにこれを模倣し，その

轆心を求むるに急のあまり貴族的欧化主蕊の登場となっ
て，肉食・洋服・洋館の奨励をし，稲田を牧場に代える
ようになって，たエた壁欧米人の撤心を買わんことに努

め鹿鳴館を新築し，内外紳士淑女を迎え宴楽・舞踏の会
を催したが，20年4月20日の首相官邸に開かれた仮装
舞踏会の如きは，その醜状狂態の最たるものであったと
言われる。ついに日本人の嬢激黄面が歌米人の長躯白顔
に劣ることを悲し象，人種改造論を提唱し， 日本人と

西洋人の雑婚を奨励する政策をとらんとするに至っては

－猿猴】反月一といいたくなる。

《
言

一

1r
q

’
、
。
〃
海
。
、
，
参
一

筆者・林野庁調査課林業発達史調査室

－30－



■

筆石川 ： 漫

尺にして，下面には淡薄の人糞を濯ぎ，上面は土を以っ

てこれを覆圧すれば，20乃至30にして発芽す-る。この

方法は樹琴菜の秘訣とするところであって，容易にこれ

を伝授しなかったという。その最も要識とするところ

ほ，人油を用うる粘土練製にあった。（林学協会集誌よ

り)。

ナピ

◎剥か綱か一男か女か。

明治14．5年頃高野山麓に摩尼組と称する村数7．戸

数137．人口716の一郷があって，古くから高野山内の

金松.桧の樹皮を剥いて,秦論したり,あるいは屋根の
葺材として，これを移出販売して生業としていた。郷中

で子供が生れると，土地の人達は男女を問うに，剥か綱

かという言葉を用いていた。それれは剥とは男を，綱と

憾女を意味した。男子は成人後山に入って，金松や桧の

樹皮を剥ぎ，女の壬は家にあって，索綱する古い習慣に

よるものであった。

オ割豈船用に欠くことのできない「マキハ麺は，この

地方に最も多く生産せられて，当畷高野山の内，官林か

ら収穫する1ヶ年分の生産塾は， 「マキハダ」 4万束

（3,600円）・檜皮屋根葺例料3,000賃（900円）計

4,500円であったという。外に寺院または私有林からも

生産せられた。一度皮を剥ぐと4．50年を経なければ，

再び剥皮することができないので，輪回式剥取り.の方法

を採用して，樹皮の産出の鳩きないように努めたと伝え

られる。（林学協会鱈誌より)。なお第2次大戦中の政府

の計画木造船では，噸当り「-マキハダ」1貫匁目を使用

したから250噸の木船では「マキハ麺250貢を要し，

これが識菫に相当苦心したと記憶する。
シキミ

◎磯の実の効用。

"IlliciumreligiosumSieb・etZucc.ハナノキ・

ゴウシバ・ハナシバ・葬・棚。の実が始めて利用され

るようになったのは，明治7年以降のことであって，そ

れ以前は一小児がたまた童上野公園で，この実を拾い食

いして瞳死したことがあってから，有毒樹伽と一途に思

い込象，「其ﾉ種族ｦ絶滅セザルペカラズ」という者が

出るようになって，樒の実は古来世の中に知られるよう

な事はなかった。

「幸にして近来（明治10年頃）輸出品の一部に列せし

に，今亦此の掘運にか上れり源三位頼政が辞世の歌に

埋木の花さくこともなかりしに

実のなるはてぞあわれ旗りける

と樒実蓋し之にちかし，余安ぞ縮樹のために其の童を白

せざるを得んや，我国に於いて始めて世用に供せられし

は七年前にあり。横浜南仲通二丁目二十九番地平民串田

八百吉一躍羨塵をして，炭俵を店頭に理せじむ。其の両

端樒樹⑳枝葉を以って之を鏡す。清人薬，之を見て其の

実を餓収せんことを求む。八百吉直に伊豆山民に謀りて

之れを販与す。潅人大いに悦び，更に其の量を増加せ

んことを求め，遂に現今の如き多数の輸出を為すに至れ

り。其の製法たる山野よ,り采り来て，之れを乾し分って

三等とす。曰く，上千，陽光にてよく乾すこと七日，其

の殻をして爆裂せしめし者なり。曰く，中干，陽光にて

エく乾すこと三・五日なるものなり。曰く，下干，乾し

方不足なる者及四隅に損傷を生ぜしものなり｣。

明治10年以来14年までに横浜港より輪出せる樒実の

斤量元価は次の如くなるも，近来（皿年頃）神戸港より

も輸出するに至った。

年次 斤量 原価

明治10年 65,819斤 1,539.40円

〃 11〃 161,164 6384.20

〃 12〃 269,056 7,599.20

〃 13〃 360,954 14,428.20

〃 14〃 147,377 5.75‘20(既臥譜鼻）
計 1,004,367斤35,707.20円

（以上明治14年林学協会集誌より抄出）
ゲイウイキョー

雷た樒の実の利用については，「大首香と称するもの

ほ，輔樹の果実を乾晒せるものなり。小毒あるも薬料・

香料・食料・香油に用ゆ。明治9年より輸出す。溝人は

邪気を除くとなし，殻皮を粉末とし，肉類の煮たるもの

に混和し，其の香気あるを愛吃す。又口中を濟潔にすと

言う。飲水･茶・珈琲・冷酒に和す｡殻皮より果実を良

とす。欧人は星と称し，蒲人亦八角・八角澄とも云う｡」

（大日本山林会報告明治18年より抄出）

埋木の異説については，『源三位頓政の辞世「むもれ

未の花咲く事もなかりしに」の歌,世俗に埋木と心得

朽ちたる木の蕊とするは誤りなり。無花果，和名「ムモ

レギ｣，一名「イチヂク｣,′和俗名「1､ウガキ」と云うも

の是なり。この木ほ花咲くことなふして実を結ぶ。その

実秋に至りて腹さけて赤し，蓋し此のものを惜しみ云

燕』（植物学雑誌より）

権の木に関してはまた「本植物の果実は猛毒を有する

ものにして，之れを誤り食し死を致す渚，年を其の数驚

く程多きものなれば注意すべし。筒本植物は茎・葉・果

実共に一種の香気を有し，笏狼之れを忌むを以って，古

昔此の枝を墓前に挿し，野獣の近づくを防ぎたる習慣よ

り現今にても．，之れを仏前に供する慣例となりたるな

り｡」（村越三千男・大植物図鑑より）と記してある。

以上諸説の羅列から支那・印度等は勿論，欧州におい

ても薬用・香料・食料等灸に利用されることは明らか

で，また関東地方の墓地に時変樒の木の植栽されている．

“頁下段へ）

＝

弓
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林野庁編

航空写真による森林調査

A5判約180頁写真アート紙挿入10頁

予価250円 ⑦実費

内 容

航空写真の概念

航空写真に依る測量

航空写真に依る調査

本書は此の種の文献が少ない折に林業技術者が

航空写真を利用して森林測量森林調査をされる

場合の解葡繕にして吾を林業技術者の必携の良

き指導書となり蓑す。

第一編

第二編

第三編

東京都千代田区六番町七番地

発行所(申込先）社団法人日本林業技術協会測量指導部
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三浦伊八郎外10名協力作

菩林業実験と実習
A5. 426頁価480円

本書は林学に関係する諸部門を実験，実習に適する様に各権威
者が詳述した名著で，本書により体験をより豊富にする事であろ
う。

島田錦蔵著

雪林政学概要
A5.296頁価450円

林業政策は自然的制約の下に長期計画を必要とす。もし諸政策

・諸施設を誤るならば森林に及ぼす影響大といえる。本書ば日本
の林業の襄状を前提として創造的立場から論じた名著。
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吉田正男著

林価算法及較利学
本書は評価論と収益論の基礎概念を論述したもので林業経営に

必蕊な書である。本書により継営計算ば再検討される事だろう。
1．地価の評定2．林木価の評定3．平均収利率の測定，他。A5. 140頁価230円

井上元則著

林業害虫防除論
生産の確鯛ま制索経営上重要な問題である。経営の合理化は病

害虫に対する手当法を心得た事により達成される。本書は防除法
に重点を置いて理論と応用の立場から詳論したもので林業技術者
の必携書。円
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中村賢太鄭著
各地方の自然条件により林木を仕立て，撫育する事は収益を大

小にするかの結果を生む。本書は森林の撫育の華礎事項を詳述し
た力作。

育林学原論
A5. 418頁価400円

伊藤一雄著

黒樹 病 講 義
A5. 300頁予価600pJ

本書は原色版4枚，図版260余図からなり伝調生，非伝染性の

樹病の病徴・病原菌・防除法を懇切に書かれた書。2月下旬発売

三浦・薗部共著訂正標準林学講義価650円 岩井亥之助著理論活用椎茸培養法価150円

内田蕊太郎箸実用田畑山林測量法価120円 北島君三箸椎茸ナメコ榎茸の栽培法価150円
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